
企業づくり、人づくり、地域づくりを推進

ものづくりで輝く女性経営者
静岡市行政施策への要望
2017駿府秋のわくわく祭

静岡商工会議所報［シング］

平成29年10月1日発行　第91号（毎月1日発行）

※静岡市の名所を１年間、表紙で紹介します。たたら　なおき　文／造形
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産業・情報プラザをご活用ください！
インキュベーションオフィス（創業者育成室） 起業家の入居を募集中！

貸会議室もご用意しております。
お気軽にお問い合わせください。

３
F

・・完全個室型  ・・空調（冷暖房）個別対応  ・・インターネットＬＡＮ回線（無料）  ・・３６５日、２４時間使用可能
【入居期間】 最長３年間　【入居中の費用】 室料 12,520円～／月、電気料、駐車場料
【入居条件】・創業５年以内  ・・新分野への進出  ・・創業計画中

社内研修や講演会等にご利用
いただけます。また、貸し出し
可能なパソコンもご用意して
おり、インターネットを使用する研修会も開催できます。

会議室1
少人数での打ち合わせや、会議にご利用いただけます。

研修室1・2

創業者育成室（完全個室型 全32部屋）

会議室2
少人数での打ち合わせや、研修会の講師控室等にご利用いただけます。

◎入居審査会（書類・面接）があります。

◎公共施設ですので、営利目的や公の秩序等を害する使用はできません。◎利用希望日の7日前までに申込み手続きが必要です。

■各部屋料金　★Wi-Fi使えます

研修室1・2（50名定員）

研修室2（20名定員）

研修室1（30名定員）

7,700円
3,080円
4,620円
9：00→12：00

10,270円
4,110円
6,160円

13：00→17：00

7,700円
3,080円

会議室2（ 8名定員）

会議室1（15名定員）

610円
3,080円

820円
4,110円

610円
3,080円

4,620円
18：00→21：00

■設備（特殊機器）使用料
・パソコン1台（1時間）100円
・ビデオプロジェクター（1時間）
　研修室1：1,020円
　研修室2： 510円

▲会議室1

６・７
F

★Wi-Fi使えます

静岡市清水産業・情報プラザ 指定管理者：静岡商工会議所
※第3日曜日・祝祭日・年末年始は休館日です。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6番17号　TEL054-355-5400　FAX054-352-7817　E-mail：info@siip.jp　URL：http://www.siip.jp/

インキュベーションオフィス（創業者育成室） 起業家の入居を募集中！

静岡県中小企業再生支援協議会
〒420-0851　静岡市葵区黒金町20-8　静岡商工会議所会館3階
TEL 054-253-5118　FAX 054-253-7895

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家6名が常駐し、いつでもあなた
の相談に応じます。

地域全体が
バックアップ！！

静岡県内の中小企業支援団体や
金融機関など、地域が一体となっ
て企業再生をバックアップします。

キャッシュフロー不足等、財務上の問題をはじめ様々な経営課題
を抱えているが、将来性の見通しと事業再生の意欲がある静岡県
内の中小企業を対象とします。

当協議会の活動実績
〔平成29年8月末日現在〕

お問い合わせは

■各地商工会議所、商工会（商工調停士、経営指導員）
■政府系金融機関、銀行協会、信用金庫協会
■弁護士会、会計士協会、税理士会、中小企業診断士協会

具体的な経営課題の抽出

中小企業支援団体との連携による
対応策のアドバイス

中小企業支援団体

再生支援の流れ

経営相談（1次対応）1

中小企業診断士、弁護士、公認会計士、税理士
等の専門家による再生支援チームのサポート

再生計画の策定支援

再生計画の実行とフォローアップによる支援

再生支援（2次対応）2

支援対象企業

〒424-0821 静岡市清水区相生町6番17号 TEL054-355-5400 FAX054-352-7817 E-mail：info@siip.jp

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家6名が常駐し、いつでもあなた

■各

中
対

1
厳しい経営環境にある
中小企業の皆さまに、専門家集団が
前向きに再生を支援します！

◆相談取扱案件 1,045社  ◆再生計画策定支援案件 451社



静岡の経済指標　２０１7年9月
静岡のマーケットの動きを把握するため参考になる数字を紹介します

静岡市人口（葵区）９月

静岡市人口（駿河区）９月

静岡市人口（清水区）９月

静岡市人口（合計）９月

静岡県百貨店販売額７月

静岡県乗用車（新車）登録台数８月

静岡県新設住宅着工戸数７月

清水港輸出総額７月

ハローワーク静岡  新規求人数７月

前年同月比 －７１４人

前年同月比 －３０６人

前年同月比 －１,７３４人

前年同月比 －２,７５４人

前年同月比 －１．３億円

前年同月比 ＋５０８台

前年同月比 －５１８戸

前年同月比 ＋１１１億円

前年同月比 ＋２０３人

前年同月比 ＋９１９世帯

前年同月比 ＋７８８世帯

前年同月比 ＋５７５世帯

前年同月比 ＋２,２８２世帯

前年同月比 ＋２．９７億円

前年同月比 ＋６２台

前年同月比 －５３億円

前年同月比 ＋１３９億円

前年同月比 ＋３９２人

２５１,６９２人

２１１,９１４人

２３５,６４９人

６９９,２５５人

７４．８２億円

６,１６６台

１,８３８戸

１,５８６億円

３,６９６人

１０３,３９３世帯

９２,３３０世帯

９４,７００世帯

２９０,４２３世帯

２８３．９５億円

７９１台

２４２億円

７８３億円

２,０８９人

静岡市世帯数（葵区）９月

静岡市世帯数（駿河区）９月

静岡市世帯数（清水区）９月

静岡市世帯数（合計）９月

静岡県スーパー販売額７月

静岡県貨物車（新車）登録台数８月

静岡県公共工事請負金額８月

清水港輸入総額７月

ハローワーク清水  新規求人数７月

出典：人口＝静岡市、百貨店・スーパー販売額＝関東経済産業局、登録台数＝日本自動車販売協会連合会、住宅着工戸数＝静岡県、公共工事請負金額＝東日本建設業保証㈱、清水港貿易＝名古屋税関、求人数＝静岡労働局

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成29年10月1日発行 第91号（毎月1日発行）

特集：製造業部会
静岡のものづくりで輝く女性経営者たち
出席者：㈱山崎製作所　山崎かおりさん

北川木材工業㈱　北川攝子さん
㈲小池石材店　小池朝美さん
㈱水鳥工業　水鳥友紀子さん
㈱小糸製作所　榊原公一さん

平成30年度 静岡市行政施策への要望

東京からこんにちは
東京大学大学院医学系研究科（神経生理学）教授
狩野方伸さん

オーレ！エスパルス！
鎌田翔雅選手
㈱日本平ホテル
わが社自慢の商品・サービス
清水産業・情報プラザ入居者、
飲食店特集、他
しごとなでしこ
田畑有彩さん
静岡の未来
小野田康秀さん

誌上経営相談
製造現場の省電力化の
発想転換

2017駿府秋のわくわく祭
9/29～10/9

わたしの商工会議所活用法
「共済制度」
㈱鈴生

写真で見る静岡商工会議所の動き
８月の商工会議所事業

徳川みらい学会
浜松城時代の家康と
井伊直虎・虎松

しずおか味な店
旬菜大食坊 ごっちゃあん

・eco検定試験申込受付(～11/2)

　

　

・中部横断自動車道経済懇談会 総会・見学会(清水テルサ)

　

　

・STREET FASHION SHOW 静岡版 創作舞妓(七間町名店街)

・ものづくり講演会「IoTツール導入事例と課題」(静)

・法律相談会(静)　・静岡経営塾公開講座(清)

・税務相談会(静)　・秋の芸妓の踊り鑑賞会(求友亭)

・清水エスパルスVSジュビロ磐田(アイスタ)

・銀ぶらマルシェ(清水駅前銀座アーケード街)

・許認可・著作権相談会(静)

・税務相談会(清)

・七間町青空市(七間町名店街)

・しずおか就活サポートシステム説明会・個別相談会(静)

・第32回日・タイ友好長政まつり(静岡浅間通り商店街)　・わくわく徳川祭り(片山商工会)
・第11回清水港マグロまつり2017(ＪＲ清水駅東口広場 他)
・海と日本PROJECTキッズセミナー「海の環境を考える」(東海大学海洋博物館他)

・第34回三保羽衣薪能(三保羽衣の松前)　・七日市(入江商店会)　・わくわく大抽選会(小鹿商店会)
・わくわくハロウィン祭り(大谷街道発展会)　・わくわく百縁市(静岡市民会館通り商店会)
・駿府夢灯路(～10/9 紺屋町・呉六・七間町名店街)　・ハッピートレインフェア(～10/9 駅ビルパルシェ)

・ロンドンバスで発見！変わりゆく七ぶらシネマ通り(七間町七ぶらシネマ通り繁栄会)
・IT導入・活用セミナー(静)

・2017駿府秋のわくわく祭(～10/9 静岡市内)
・阿波踊り大会(静岡呉服町名店街)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・アグリビジネス創出フェア出展(～10/6 東京ビッグサイト)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)
・しずおか就活サポートシステム説明会・個別相談会(静)　・静岡モノづくり改革技術研究会 定例研究会(清)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・情報化・創業支援相談会(清)
・IT・情報化相談会(静)　・徳川みらい学会 白隠禅師250年忌大法要 他(三島市)

・労務相談会(静)
・徳川みらい学会【第4回】(しずぎんホール ユーフォニア)

・融資相談会(静)　・静岡経営塾公開講座(清)
・売り場で即効！ブラックボードで手書きPOPを書いてみよう(ホテルクエスト清水)

・健康相談(静)　・融資相談会(清)　・労務・特許相談会(清)　・中小企業会計啓発・普及セミナー(静)
・司法書士相談会(静)　・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)

・珠算・暗算段位認定試験
・第17回清水港興津フェア(興津第一埠頭)

・女性会 一般公開セミナー(江﨑ホール)　・「おもてなし規格認証2017金認証」認証式(静)
・発明・特許相談会(静)　・静岡県内全15商工会議所合同「個別商談会」(静)
・法律相談会(清)　・ＩＴ・情報化相談会(清)
・ものづくり研修会　IoT活用実践セミナー(～11/29 清)

・税務相談会(静)　・両替町ハロウィンパレード(～10/28 両替町振興会)
・秋の芸妓の踊り鑑賞会(大花)　・静岡市のプレミアムフライデー(静岡市内)
・鷹の市＆駿府市(鷹匠1丁目商業発展会・駿府町1区発展会)
・みてたハロウィン(御幸町、伝馬町、鷹匠界隈)　・おまちdeハロウィン2017(～10/29 中央商店街連合会)

・法律相談会(静)
・常議員会・議員懇談会(静岡県立科学技術高校)

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

安倍川の源にある大谷崩は、1707年の宝永地震で
標高2000ｍの大谷嶺から800ｍ崩れたもので、日
本三大崩れのひとつに数えられています。赤水の滝
は、大谷崩が安倍川を堰き止めてできた滝で、崩落
当時、赤く染まった水を流し続けたことから、この名
がつきました。梅ヶ島温泉は、武田信玄の時代に神
経痛や創傷に効く湯治場として知られるようになり
ました。ワサビは、有東木沢の源流に自生していたも
のを江戸初期に有東木村の湧水地で栽培し、徳川家
康公に献上したところ、その味を絶賛され、門外不
出の扱いとされました。紅葉は例年、10月下旬から
高い山々が色づきはじめ、11月上旬～中旬に安倍
奥の見頃が訪れます。
文・造形：たたらなおきさん
写真・デザイン：榊原幸弘さん  ㈲サイズ 代表取締役

表紙／しずおか名所めぐり⑦安倍奥の紅葉
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静岡商工会議所・製造業部会（部会長：榊原公一、部会員：1730社）では、
「静岡のものづくりで輝く女性経営者たち」をテーマに、製造業界で活躍さ
れている女性経営者にスポットを当て、経営方針から人材育成、女性活躍
推進など、女性目線から見た座談会を開催しました。　
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コーポレートサイト  http://www.yamazaki-metal.co.jp/　　ブランドサイト  https://www.bankin-ya.jp/
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私
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う
こ
と
が
多

く
、最
初
は
怖
く
て
、早
く
帰
り
た
い
な
と
思
っ

た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

８
年
前
か
ら
経
営
の
勉
強
を
始
め
て
、い
ろ

い
ろ
な
改
革
を
行
っ
て
、経
営
状
況
は
大
き
く

回
復
し
ま
し
た
。

北
川

東
京
の
大
学
で
教
職
免
許
を
取
得

後
、横
浜
の
海
外
向
け
物
流
会
社
に
２
年
弱

会
社
が
危
機
に
直
面
し
た
時
、

経
営
を
引
き
継
ぐ
決
断
を
し
た

製造業部会
特集

静
岡
の
も
の
づ
く
り
で
輝
く

女
性
経
営
者
た
ち

㈲小池石材店　
取締役
小池朝美さん

北川木材工業㈱　
代表取締役
北川攝子さん

製造業部会　部会長
㈱小糸製作所
代表取締役副社長
榊原公一さん

〈司会〉

㈱水鳥工業
専務取締役
水鳥友紀子さん

㈱山崎製作所
代表取締役
山崎かおりさん

山
崎

榊
原

出席者（写真順）

　 （文責：企画広報室）

北
川



山崎かおり さん

㈱山崎製作所
代表取締役

後継者がいない中小企
業の経営者に女性経営
者という選択の検討を

北
川
木
材
工
業
㈱

http://www.kitagawa-group.jp/

「
命
迸
有
齎（
め
い
へ
い
ゆ
う
せ
い
）」

　

人
財
こ
そ
会
社
の
命
で
あ
る
。

　

常
に
情
熱
が
迸
る
会
社
で
あ
ろ
う
。

　

各
自
が
責
任
を
全
う
し
た
時
、会
社
も

発
展
し
、社
員
も
幸
福
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
営
理
念
を
持
つ
、創
業
86

年
の
老
舗
企
業
で
す
。静
岡
商
工
会
議
所

の
製
造
現
場
改
善
支
援
事
業
で
重
要
さ
を

再
認
識
し
た「
改
善
」を
軸
に
据
え
、働
き

や
す
い
も
の
づ
く
り
現
場
を
目
指
し
、既
に

残
業
ゼ
ロ
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。弊
社

は
、Ｏ
Ｅ
Ｍ
に
特
化
し
た
木
質
系
建
材
製
造

工
場
で
す
が
、北
川
グ
ル
ー
プ
は
人
材
サ
ー

ビ
ス
企
業
を
含
む
多
角
的
組
織
体
と
な
っ

て
お
り
、グ
ル
ー
プ
企
業
が
有
機
的
に
連
携

す
る
こ
と
で
、新
し
い
市
場
の
開
拓
に
挑
戦

し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
、潜
在
資
産
を
数

多
く
所
有
す
る
静
岡
の
魅
力
を
引
き
出

し
、地
元
静
岡
が
誇
れ
る
組
織
と
な
る
よ

う
、日
々
邁

進
し
て
い

き
ま
す
。

製造現場で活躍している若き女性リーダーたち

榊
原

会
社
の
改
革・改
善
を
ど
の
よ
う
に
す

す
め
て
い
ま
す
か
？

山
崎

父
が
育
て
た
職
人
集
団
の
会
社
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
改
革
を
し
て
、大
き
な
設
備
投
資
を

し
て
、Ｉ
Ｔ
化
し
て
き
ま
し
た
。技
術
が
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
ま
す
の
で
、「
こ
う
い

う
風
に
や
って
い
き
た
い
が
、ど
う
だ
ろ
う
か
」と

現
場
の
職
人
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
見
を
大

事
に
聞
い
て
、少
し
ず
つ
継
続
し
て
改
革
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
会
社
の一
体
感
を
生
み
出
す

製造業部会特集 静岡のものづくりで輝く女性経営者たち

山
崎

榊
原

小池朝美 さん

㈲小池石材店
取締役

色々な会に顔を出して
人とのつながりでお仕
事をいただいています

勤
め
ま
し
た
。そ
の
後
、結
婚
を
機
に
清
水
に

戻
り
、２５
年
間
、専
業
主
婦
を
し
て
い
ま
し

た
。１０
年
前
、前
社
長
の
夫
が
急
逝
し
た
た

め
、北
川
グ
ル
ー
プ
に
突
然
社
長
と
い
う
立
場

で
入
社
し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
専
業
主
婦
で
し

た
の
で
、社
員
さ
ん
の
名
前
も
知
ら
ず
、ま
た
、

子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
大
学
生
で
し
た
の
で
、引

き
継
が
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。こ
の
１０

年
間
は
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
等
、多
く
の
困
難

が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
分
多
く
の
方
々
の
ご

縁
に
恵
ま
れ
、助
け
て
頂
き
ま
し
た
。今
は
、

後
継
者
と
し
て
息
子
が
入
社
し
、既
存
事
業

だ
け
で
な
く
新
規
事
業
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

北
川
木
材
工
業
㈱
は
、創
業
当
時
、製
材
業

を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、現
在
は
北
川
グ

ル
ー
プ
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
的
な
役
割
と
不

動
産
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
企

業
で
あ
る
㈲
巴
川
加
工
所
は
も
の
づ
く
り
事

業
、㈲
キ
タ
ガ
ワ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
は
総
合

人
材
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
営
ん
で
お
り
、そ
の
他
、

催
事
企
画
運
営
会
社
、公
認
会
計
士
事
務
所

を
有
し
て
お
り
ま
す
。

小
池

主
人
は
３
代
目
で
、建
築
も
手
が
け
、

石
材
施
工
技
能
士
の
認
定
講
師
も
務
め
て
い

ま
す
。私
は
20
歳
で
結
婚
し
て
、21
歳
で
仕
事

に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、22
歳
か
ら
３
人
の
子

ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　

先
代
の
時
代
は
高
度
成
長
期
で
、お
墓
も

よ
く
売
れ
て
、職
人
さ
ん
が
６
〜
７
人
、先
代

も
主
人
も
職
人
で
、私
と
お
母
さ
ん
が
事
務

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。現
在
は「
墓
じ
ま
い
」

が
流
行
って
い
て
、業
績
は
縮
小
傾
向
。職
人
は

３
人
に
な
り
、こ
じ
ん
ま
り
や
って
い
ま
す
。

　

職
人
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り
個
性
が
あ
っ
て
、

私
も
お
父
さ
ん
よ
り
も
職
人
さ
ん
に
怒
ら
れ

ま
し
た
。定
年
は
無
く
、自
分
で
引
退
の
時
期

を
決
め
て
、辞
め
て
い
か
れ
ま
す
。私
の
父
は
ガ

ラ
ス
屋
で
、家
で
仕
事
を
す
る
職
人
の
家
で

育
っ
た
の
で
、嫁
に
行
って
も
違
和
感
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

口
コ
ミ
や
人
と
の
つ
な
が
り
で
、お
仕
事
を
い

た
だ
く
こ
と
が
多
く
て
、私
が
あ
ち
こ
ち
の
会

に
顔
を
出
し
て
い
る
と
、声
を
か
け
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　

組
合
で
は「
墓
じ
ま
い
」を
い
か
に
食
い
止
め

る
か
、み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水
鳥

下
駄
の
製
造
業
を
や
っ
て
い
て
、私
も

３
代
目
で
す
。祖
父
が
昭
和
12
年
、下
駄
の
木

地
を
切
り
売
り
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、私
が
子

ど
も
の
頃
の
家
業
は
サ
ン
ダ
ル・シ
ュ
ー
ズ
の
底

材
を
作
る
仕
事
で
し
た
。　　
　
　

　

と
こ
ろ
が
、底
材
を
中
国
か
ら
大
量
に
安
価

で
仕
入
れ
る
時
代
に
な
り
、商
売
が
危
う
く
な

り
ま
し
た
。父
が
外
遊
中
に
木
を
上
手
に
加

工
す
る
職
人
さ
ん
に
出
会
い
、そ
れ
を
下
駄
の

台
と
し
て
販
売
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
が
、引

き
合
い
が
な
く
、足
の
裏
の
あ
た
り
が
い
い
下

駄
を
作
れ
ば
売
れ
る
の
で
は
と
、30
年
程
前
か

ら
試
作
を
始
め
て
、売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、１
９
９
３
年
頃
か
ら
で
す
。

　

私
は
、家
業
に
期
待
を
も
て
な
く
て
、東
京

で
美
容
師
を
し
て
い
ま
し
た
。30
歳
手
前
で
体

調
を
崩
し
て
、静
岡
で
美
容
院
を
開
業
し
よ

う
と
戻
って
き
た
の
で
す
が
、当
時
、人
手
不
足

だ
っ
た
た
め
、１
年
間
だ
け
会
社
を
手
伝
い
ま

し
た
。そ
の
あ
と
周
囲
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、

後
を
継
ご
う
と
決
心
し
た
の
が
５
年
前
で
す
。

　

昨
年
、子
ど
も
を
出
産
し
、子
育
て
を
し
な

が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

水
鳥

小
池
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墓
石・記
念
碑
の
設
計・施
工
。

　

和
型
か
ら
洋
形
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
で
柔
軟

に
対
応
い
た
し
ま
す
。展
示
場
も
完
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ゆ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

大
切
な
お
墓
の
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
。

　

大
切
な
お
墓
の
耐
震
性
に
不
安
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
？
小
池
石
材
店
で
は
様
々
な
工

法
を
用
い
、そ
ん
な
不
安
に
お
応
え
し
ま
す
。

建
築
用
石
材
の
販
売・加
工・施
工
。

　

小
池
石
材
店
で
は
建
材
用
の
石
材
の
ご

用
命
も
承
っ
て
お
り

ま
す
。企
画
か
ら
設

計
・
施
工
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

小池石材店展示場

水鳥友紀子 さん

㈱水鳥工業
専務取締役

ひとりひとりが誇りを
もってものづくりがで
きるように職場を改善

　

私
が
経
営
を
継
い
だ
時
に「
う
ち
の
会
社
は

ど
ん
な
会
社
だ
と
思
う
か
？
」と
社
員
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
。「
う
ち
の
会
社
は
、

お
客
様
の
奴
隷
だ
。お
客
様
の
言
う
通
り
に
モ

ノ
を
作
れ
ば
い
い
の
だ
」と
い
う
答
え
が
あ
って
、

愕
然
と
し
ま
し
た
。数
人
の
熟
練
工
さ
ん
で

す
。そ
こ
で
、社
員
が
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を

も
ち
、ま
わ
り
の
人
に
堂
々
と「
私
は
板
金
屋

だ
」と
言
え
る
、景
気
に
左
右
さ
れ
な
い
会
社

を
め
ざ
そ
う
と
、２
０
１
５
年
１
月
か
ら
自
社

ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
新
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

弊
社
は
、板
金
加
工
の
技
術
を
活
か
し
た
も

の
づ
く
り
で
多
品
種
少
量
の
製
品
を
作
って
い
る

の
で
、試
作
が
得
意
。そ
の
職
人
の
技
術
を
女
性

チ
ー
ム
の
力
で
表
に
出
そ
う
と「
三
代
目
板
金

屋
」と
し
て
イ
ン
テ
リ
ア
や
ス
テ
ン
レ
ス
の
か
ん
ざ

し
な
ど
の
商
品
開
発
を
行
って
い
ま
す
。

水
鳥

12
年
前
、静
岡
市
の「
ラ
ン
デ
ブ
ー・プ
ロ

ジェク
ト
」に
参
加
し
て
、デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ひ
び
の

こ
づ
え
さ
ん
と
組
ん
で
商
品
を
開
発
し
ま
し

た
。そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、デ
ザ
イ
ナ
ー
さ

ん
と
組
ん
で
商
品
開
発
を
す
る
と
い
う
流
れ
が

で
き
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
への
取
り
組
み
は
８
年
前
。会
社

の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
重
要
な
部
分
を
内

製
化
し
て
、ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
変
え

ま
し
た
。そ
れ
が
で
き
る
社
員
が
い
て
く
れ
た

こ
と
も
幸
運
で
し
た
。伝
え
た
い
思
い
を
直
接

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、お
問
い
合

わ
せ
頂
け
る
機
会
が
格
段
に
増
え
ま
し
た
。

　

社
長
や
前
常
務
が
、い
ろ
い
ろ
な
方
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
、新
し
い
こ
と
に
柔
軟
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
こ
と
が
、会
社
が
大
き
く
変
わ
れ
た

要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、外
向
き
の
情
報
発
信
と
、社
内
で

作
っ
て
い
る
人
と
の
間
に
は
温
度
差
が
あ
り
ま

し
た
。「
下
駄
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
作
って
下
さ
い
」と
言
って
商

品
を
売
って
い
る
の
に
、作
って
い
る
人
た
ち
は
楽

し
ん
で
い
な
い
、と
い
う
こ
と
が
、私
が
５
年
前
に

帰
っ
て
き
て
現
場
に
入
っ
た
時
に
感
じ
た
課
題

で
し
た
。

　

現
場
に
行
っ
て「
な
ぜ
こ
う
し
て
い
る
の
で
す

か
？
」「
こ
う
す
る
と
ど
う
な
る
の
で
す
か
？
」

と
手
当
た
り
次
第
に
質
問
し
て
、現
場
が
不
便

に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
出
し
て
、少
し
ず
つ

改
善
し
て
き
ま
し
た
。会
社
に一体
感
を
作
り
、

現
場
の
人
た
ち
が
自
分
の
会
社
に
誇
り
を
持

て
る
よ
う
に
ト
ラ
イ
し
て
い
ま
す
。

北
川

１０
年
前
に
引
き
継
い
だ
当
初
は
、本
当

に
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。木
粉
だ
ら
け

の
典
型
的
な
木
材
工
場
で
、様
々
な
工
具
が
整

理
整
頓
さ
れ
て
お
ら
ず
、作
業
環
境
が
良
く
な

い
と
思
い
ま
し
た
。仕
事
量
も
社
員
に
よ
って
偏

り
が
あ
り
、不
公
平
感
が
漂
って
い
ま
し
た
。問

題
を
看
過
で
き
ず
、引
き
継
い
で
す
ぐ
、工
場
に

木
粉
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
入
り
ま
し
た
が
、

最
初
は
、あ
ま
り
結
果
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、私
な
ら
で
は
の「
主
婦
目
線
」で
気
付

け
た
こ
と
が
、そ
の
後
の
改
革
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
折
、静
岡
商
工
会
議
所
の
製
造
現
場

改
善
支
援
事
業
で
派
遣
し
て
頂
い
た
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
先
生
の
お
か
げ
で「
カ
イ
ゼ
ン
」の
奥
深

さ
に
気
付
き
ま
し
た
。カ
イ
ゼ
ン
は
全
社
的
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
、変
化
を
恐
れ
な

い
若
手
主
体
の
メ
ン
バ
ー
で
カ
イ
ゼ
ン
チ
ー
ム
を

作
り
、ラ
イ
ン
の
変
更
や
機
械
の
改
善
を
推
し

進
め
ま
し
た
。カ
イ
ゼ
ン
を
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、品
質
や
納
期
が
格
段
に
向
上
し
、効
率

的
な
生
産
ラ
イ
ン
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
、取
引
企
業
と
の
信
頼

関
係
も
強
固
と
な
り
、今
で
も
安
定
し
た
受
注

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、カ
イ
ゼ
ン
活
動
に
よ
って
蓄
積
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、カ
イ
ゼ
ン
冶
具
の
製
作・

販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。弊
社
の
改
善
の
成

果
を
聞
い
た
会
社
か
ら
、木
と
鉄
を
組
み
合
わ

せ
た
作
業
台
等
の
注
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。小
さ
な
町
工
場
で
は
、カ
イ
ゼ
ン
冶

具
を
作
る
時
間
と
人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

私
も
そ
の
困
難
さ
を
大
い
に
痛
感
し
ま
し
た
。

カ
イ
ゼ
ン
冶
具
製
作
に
よ
っ
て
、そ
の
よ
う
な
企

業
の「
カ
イ
ゼ
ン
」を
少
し
で
も
手
助
け
で
き
れ

ば
と
思
って
い
ま
す
。

小
池

自
然
葬
や
合
同
葬
で
も
、プ
レ
ー
ト一個

で
も
石
を
使
っ
て
も
ら
え
る
お
祀
り
の
仕
方
を

提
案
し
て
い
ま
す
。次
に
お
墓
参
り
に
来
た
時

に「
今
度
は
こ
う
い
う
も
の
が
ほ
し
い
」と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
鳥

北
川

小
池
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。
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昭
和
12
年
創
業
か
ら
ず
っ
と
静
岡
市
の

地
場
産
業
で
あ
る「
は
き
も
の
作
り
」に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

　

履
き
心
地
の
良
い
下
駄
づ
く
り
か
ら
、皆

様
の
健
康
的
な
毎
日
と
心
は
ず
む
暮
ら
し

に
一
役
か
う
こ
と
が
出
来
た
ら
嬉
し
い
で

す
。

七間町ショールーム

製造業部会特集 静岡のものづくりで輝く女性経営者たち

北川攝子 さん

北川木材工業㈱
代表取締役

「カイゼン」を軸に、
働き方改革を実践し、
「水色社員」を育成

老
若
男
女
が
働
き
や
す
く
、

後
を
継
ぎ
た
く
な
る
会
社
に

榊
原

最
後
に
、働
き
方
改
革
と
後
継
者
問

題
に
は
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？

山
崎

お
休
み
に
趣
味
や
外
の
方
々
と
交
流
し

て
知
識・経
験
を
増
や
し
て
、そ
れ
を
仕
事
に
活

か
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
、完
全
週
休
２
日

制
に
し
、休
日
も
増
や
し
、残
業
も
繁
忙
期
で
１

日
２
時
間
ま
で
に
し
て
い
ま
す
。細
か
い
と
こ
ろ

で
女
性
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。職
人
さ
ん
に
は
い
つ
ま
で
も
働
い
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
番
高
齢
の
職
人
は
74

歳
。一
番
若
い
職
人
は
22
歳
。技
術
継
承
を
し
て

い
る
最
中
で
す
。老
若
男
女
が
働
き
や
す
い
現

場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
女
や
長
男
か
ら「
後
を
継
ぎ
た
い
」と
言
っ

て
も
ら
え
る
会
社
に
し
た
い
で
す
。

北
川

私
た
ち
の
会
社
で
は
、「
カ
イ
ゼ
ン
」を

推
進
す
る
こ
と
が
、自
然
と
働
き
方
改
革
に
つ

な
が
って
い
ま
す
。改
善
活
動
を
主
軸
と
し
、業

務
の
細
分
化
、工
場
の
整
理
整
頓
、情
報
の
共

有
化
等
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、残
業
を
ゼ

ロ
に
抑
え
て
い
ま
す
。

　
「
カ
イ
ゼ
ン
」の
お
か
げ
で
、「
あ
の
人
し
か
で

き
な
い
仕
事
」が「
あ
の
人
も
で
き
る
仕
事
」に

な
っ
た
こ
と
で
、６０
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
が

活
躍
で
き
る
職
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
で
は
、

週
３
日
勤
務
、半
日
勤
務
等
の
希
望
に
も
、生
産

ラ
イ
ン
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、作
業
環
境
が
良
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、女
性
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、も
の
づ
く
り
部
門

の
リ
ー
ダ
ー
２
名
が
２１
歳
の
女
性
と
な
って
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
若
手
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

た
め
、「
水
色
社
員
」化
、つ
ま
り
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
両
方
の
経
験
と
知
識
を

兼
ね
備
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
人
材
の
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

小
池

職
人
さ
ん
３
人
は
、奥
様
が
仕
事
を

持
っ
て
い
る
の
で
、休
み
を
取
っ
て
家
庭
に
協
力

す
る
よ
う
に
し
て
も
ら
って
い
ま
す
。

 

息
子
３
人
は
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
って
い
て

戻
っ
て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
、後
継
者
は

お
嫁
さ
ん
で
も
い
い
か
な
。

水
鳥

私
は
妊
娠
し
て
い
る
時
、産
気
づ
く
そ

の
日
ま
で
産
休
を
取
り
ま
せ
ん
で
し
た
。実
際

に
会
社
に
来
る
の
が
大
変
な
時
も
あ
っ
た
の
で
、

体
験
を
元
に
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
を
作
って
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。産
休
後
、仕
事
への
戻
り

方
が
わ
か
ら
な
く
て
、能
力
を
生
か
せ
ず
に
、

パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
女
性

が
多
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
マ
マ
さ
ん
ワ
ー

カ
ー
を
募
集
し
、１
歳
の
お
子
様
が
い
る
方
と
、

２
人
の
お
子
様
が
い
る
方
を
採
用
し
ま
し
た
。一

番
手
が
か
か
る
時
期
の
お
子
様
な
の
で
、や
は

り
休
み
が
多
く
な
り
ま
す
。会
社
の
隣
に
保
育

所
が
あ
っ
て
、す
ぐ
駆
け
つ
け
ら
れ
た
ら
、お
子

様
も
、お
母
さ
ん
頑
張
って
い
る
と
感
じ
て
く
れ

る
の
に
と
思
い
ま
す
。

　

社
員
は
10
代
〜
70
代
と
幅
広
い
で
す
。い
ろ

い
ろ
な
世
代
と
働
く
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
も
多
い

し
、リ
タ
イ
ア
す
る
時
期
が
重
な
る
と
会
社
が

困
る
の
で
。残
業
ゼ
ロ
が
当
た
り
前
の
状
態
に

な
っ
て
き
た
の
で
、次
の
目
標
は
、完
全
週
休
二

日
制
で
す
。

　

息
子
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
な
の
で
、将
来
バ

ト
ン
を
つ
な
げ
る
状
態
に
会
社
を
し
て
お
き
た

い
で
す
。

山
崎

後
継
者
が
い
な
く
て
廃
業
す
る
中
小

企
業
が
多
い
で
す
が
、女
性
経
営
者
と
い
う
選

択
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。父
に「
眼
中
に
な

か
っ
た
」と
言
わ
れ
て
、び
っ
く
り
し
た
の
で
す

が
、男
性
経
営
者
の
意
識
を
変
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

榊
原

皆
様
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
の
お
話
は
説

得
力
が
あ
り
、胸
に
響
き
ま
し
た
。本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
崎

榊
原

小
池

北
川

水
鳥

山
崎

榊
原

　

老
朽
化
し
た
お
墓
を
建
て
直
す
仕
事
を
増

や
し
た
い
で
す
。弊
社
で
は
５
年
前
か
ら
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の一環
と
し
て
施
工
途
中
の
お
墓

の
耐
震
構
造
を
写
真
に
撮
影
し
て
差
し
上
げ

た
り
、電
話
の
打
ち
合
わ
せ
を
綿
密
に
し
た
り
、

お
客
様
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。山
の
上
の
墓

地
は
、「
お
墓
参
り
に
いっ
た
ら
墓
が
ず
れ
て
い

た
」と
い
う
話
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、「
こ

う
し
た
ら
い
い
で
す
よ
」と
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
市
に
は
公
営
の
墓
地
が
あ
り
ま
す
が
、

分
譲
数
が
少
な
く
な
り
、競
争
率
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
、公
営
の
墓
地
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
行

政
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。



酒
井
会
頭
が
田
辺
市
長
へ

行
政
要
望
書
を
提
出

　

静
岡
商
工
会
議
所
は
、平
成
30
年
度
の
静
岡

市
行
政
施
策
へ
の
要
望
19
項
目
を
取
り
纏
め
、

８
月
29
日
に
中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

し
た「
行
政
連
絡
会
」で
、酒
井
会
頭
が
田
辺
信

宏
市
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
望
は
、当
地
域
経
済
の
持
続
的
発

展
を
支
援
し
、ま
た
企
業
の
人
手
不
足
へ
の
対

応
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、地
域
経
済
の

活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、当
商
工
会
議
所
の

第
３
次
中
期
行
動
計
画
に
基
づ
き
、取
り
纏
め

ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
次
の
通
り
。な
お
、要
望
書
の

全
文
は
静
岡
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

１
．地
場
産
品
の

販
路
拡
大・活
用
へ
の
支
援
新
規

⑴
静
岡
地
域
の
ご
当
地
名
産
品
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。「
静
岡
○
○
」と
い
う

よ
う
な
も
の
を
ま
と
め
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
、情
報
発
信
の
効
果
を
高
め
、地
域
企

業
の
販
路
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と

⑵
静
岡
市
の
伝
統
産
業
で
あ
る
家
具
や
木

工
品
の
技
術
継
承
及
び
活
用
を
図
る
た

め
、静
岡
市
で
生
ま
れ
る
子
供
た
ち
に
木

製
玩
具
を
出
生
記
念
と
し
て
贈
る
事
業

を
創
設
す
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と

２
．産
学
連
携
等
に
よ
る

新
産
業・新
事
業
創
出
の
促
進

３
．地
域
企
業
の

生
産
性
向
上
へ
の
支
援
新
規

⑴
地
域
企
業
の
事
業
効
率
化・経
営
の
高
度

化
を
図
る
た
め
、地
域
の
産
学
官
金
が
結

集
し
た
研
究
会
等
を
設
立
し
、静
岡
県
Ｉ

ｏ
Ｔ
活
用
研
究
会
と
連
携
し
て
、ビ
ジ
ネ

ス
ア
プ
リ（
ク
ラ
ウ
ド
等
）の
導
入・活
用
な

ど
の
地
域
企
業
の
Ｉ
Ｔ
活
用
を
促
進
し
、

省
力
化・合
理
化
を
支
援
す
る
こ
と

⑵
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
事
業
者
の
生
産

性
や
経
営
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
お
も
て
な
し
規
格
認
証
」の
市
民
へ
の

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と

４
．事
業
承
継
支
援
体
制
の
確
立
新
規

　

事
業
承
継
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

税
務・法
律
相
談
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
一
次

相
談
機
能
の
拡
充
が
重
要
で
あ
る
。こ
の
た

め
、専
門
家
派
遣
の
予
算
拡
充
を
図
る
こ
と

５
．中
小
企
業・小
規
模
企
業
の

支
援
体
制
の
強
化
新
規

⑴
中
小
企
業・小
規
模
企
業
振
興
に
関
わ
る

条
例
を
制
定
し
、条
例
に
基
づ
き
体
系

的
に
継
続
性
の
あ
る
支
援
を
行
う
こ
と

⑵
平
成
23
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
小
規

模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度

（
マ
ル
経
資
金
）の
利
子
補
給
は
、市
内
の

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
、安
定
的
な
経

営
を
維
持
す
る
た
め
の
有
効
な
制
度
と

し
て
浸
透
し
て
お
り
、今
後
と
も
同
条

件
で
制
度
を
継
続
す
る
こ
と

⑶
食
品
等
事
業
者
へ
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ

プ
）全
面
適
用
方
針
に
つ
い
て
、中
小
企

業・小
規
模
企
業
へ
周
知
す
る
こ
と

⑷
都
市
型
産
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、専
門

サ
ー
ビ
ス
業
の
育
成
が
第
一
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
。こ
の
た
め
、静
岡
市
が
実
施
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

や
設
計
業
務
な
ど
の
地
元
専
門
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

６
．企
業
誘
致
対
策・留
置
対
策
の
促
進

　
７
．地
域
企
業
の
人
材
確
保
の
促
進

⑴
地
域
企
業
へ
の「
し
ず
お
か
就
活
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
」の
周
知・普
及
に
よ
る
当
会

議
所
人
材
確
保
支
援
事
業
へ
の
支
援
拡

充
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

の
活
用
等
に
よ
り
、地
元
就
職
や
Ｕ・Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を
促
進
す
る
こ
と

⑵
県
外
の
学
生
や
求
職
者
に
対
し
て
、市
内

企
業
の
情
報
を
効
果
的
に
周
知
さ
せ
る

こ
と

⑶
学
生
や
求
職
者
が
地
域
企
業
の
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
常
設
の
リ
ク

ル
ー
ト
サ
ロ
ン
を
設
置
す
る
こ
と

８
．働
き
方
改
革
の
推
進
新
規

⑴
働
き
た
い
女
性
や
高
齢
者
、障
害
者
と
、

人
手
不
足
に
苦
し
む
中
小
企
業
と
の
マッ

チ
ン
グ
を
支
援
す
る
こ
と

⑵
保
育
や
介
護
に
関
す
る
施
設
の
整
備・拡

充
、従
事
者
不
足
の
解
消
な
ど
を
進
め
、

子
育
て・介
護
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と

⑶
経
済
産
業
省
の「
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定
制
度
」の
周
知
や
、静
岡
県
の「
し

ず
お
か〝
ま
る
ご
と
〞健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」へ
の
協
力
な
ど
、地
域
企
業
の
健

康
経
営
への
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

⑷「
日
本
一
の
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
」の
実

施
を
目
指
し
、単
な
る
消
費
喚
起
に
留

ま
ら
ず
、豊
か
な
暮
ら
し
方
や
多
様
な

働
き
方
の
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、企
業

側（
送
出
し
）と
商
業
・
施
設
側（
受
入

れ
）と
の
取
組
み
に
つ
い
て
、当
会
議
所
と

連
携
し
て
一
層
の
推
進
を
す
る
こ
と

　　
９
．災
害
等
へ
の
対
応
力
の
強
化
新
規

⑴
道
路・橋
梁
等
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
社

平
成
30
年
度 

静
岡
市
行
政
施
策
へ
の
要
望

１
．企
業
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

２
．人
づ
く
り
に
関
す
る
項
目

３
．地
域
づ
く
り
に
関
す
る
項
目
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平成30年度 静岡市行政施策への要望

　

会
基
盤
の
保
全
を
促
進
す
る
こ
と

⑵
近
年
増
大
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
策
や
、

地
震・津
波
対
策
を
迅
速
に
行
う
こ
と
。

特
に
沿
岸
部
は
、防
潮
堤
や
避
難
施
設

の
効
果
的
な
整
備
を
静
岡
県
と
市
が
連

携
し
て
早
期
に
行
う
こ
と

10
．基
幹
道
路
等
の
整
備
促
進

11
．中
心
市
街
地
の
回
遊
性
向
上
と

来
街
者
の
利
便
性
向
上
、

安
全
確
保
に
向
け
た
整
備
の
促
進

12
．観
光
客
の
受
入
環
境
の
整
備
促
進

⑴
外
国
人
観
光
客
等
が
求
め
る
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
を
促
進
さ
せ
る
た

め
、市
の
担
当
窓
口
を
一
元
化
す
る
こ
と

⑵
外
国
人
観
光
客
の
受
入
環
境
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、案
内
看
板
の
多
言
語
化
等
の

ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
に
加
え
、ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー
ル
等
の
ソ

フ
ト
面
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、民
間

事
業
者
の
取
組
み
に
つい
て
必
要
な
支
援

を
行
う
こ
と

⑶
静
岡
市
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
で「
お
茶
」「
富

士
山
」に
次
ぐ
も
の
と
し
て「
桜
え
び
」の

認
知
度
を
上
げ
た
よ
う
に
、地
域
資
源

の
戦
略
的
な
魅
力
発
信
を
一
層
強
化
す

る
こ
と

⑷
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
や
合
宿
を
誘

致
す
る
と
と
も
に
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

合
宿
誘
致
に
よ
り
、ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
ポ

ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
、交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
こ
と

⑸
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
、集
客
力
の
あ
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
県
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と

13
．歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

⑴
家
康
公
四
百
年
祭
を
一
過
性
に
終
わ
ら

せ
な
い
よ
う
顕
彰
事
業
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
。ま
た
、そ
の
一
環
と
し
て
、静
岡

マ
ラ
ソ
ン
開
催
経
費
の
補
助
を
継
続
す
る

こ
と

⑵
当
会
議
所
と
連
携
し
て
聖
一
国
師
顕
彰

事
業
を
推
進
す
る
こ
と

⑶
２
０
１
９
年
の
今
川
義
元
公
生
誕
５
０
０

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、義
元
公
だ
け

で
な
く
今
川
氏
全
体
の
功
績
を
再
評
価

す
る
市
民
機
運
が
高
ま
る
よ
う
、当
会

議
所
が
設
立
し
た「
今
川
義
元
公
生
誕

５
０
０
年
祭
推
進
委
員
会
」と
連
携
し

て
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

⑷
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
歴
史
文
化
施
設
や
駿
府
城
公
園
の
天

守
台
の
整
備
を
促
進
し
、周
辺
エ
リ
ア
全

体
の
活
性
化
を
推
進
す
る
こ
と

⑸
２
０
２
１
年
に
開
館
予
定
の
歴
史
文
化

施
設
に
お
い
て
、徳
川
み
ら
い
学
会
の
事

務
局
機
能
を
担
う
べ
く
検
討
す
る
こ
と

⑹
東
海
道
の
宿
場
跡
が
静
岡
市
内
に
は
６

宿
、静
岡
県
内
に
は
22
宿
あ
る
た
め
、そ

れ
ら
と
連
携
し
た
街
道
観
光
を
一
層
推

進
す
る
こ
と

14
．海
洋
文
化
拠
点
構
想
の
推
進
並
び
に

清
水
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
整
備
促
進

〈
日
の
出
地
区
〉

⑴
本
年
４
月
に
提
出
し
た「（
仮
称
）ち
き
ゅ

う
海
洋
科
学
館
早
期
設
立
に
関
す
る
要

望
な
ら
び
に
実
現
に
向
け
た『
事
業
ス
キ

ー
ム
』等
の
提
言
」に
沿
っ
た
事
業
計
画
の

策
定
、事
業
体
制
の
構
築
を
行
う
こ
と

４
．中
長
期
的
な
課
題

⑵
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、２
０
１
９
年
の

清
水
港
開
港
１
２
０
周
年
に
合
わ
せ
、

（
仮
称
）ち
き
ゅ
う
海
洋
科
学
館
の
着
工

が
で
き
る
よ
う
早
期
に
進
め
る
こ
と

⑶
江
尻
地
区
か
ら
日
の
出
地
区
の
回
遊
性

向
上
の
た
め
、清
水
港
線
跡
自
転
車
歩

行
者
道
を
活
用
す
る
こ
と

〈
海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会
〉

　

青
少
年
や
一
般
市
民
に
向
け
た
海
洋・地

球
科
学
へ
の
知
識
や
重
要
性
の
普
及
啓
発

や
、将
来
の
海
洋
文
化
を
担
う
人
材
育
成

を
目
的
に
設
立
し
た「
海
の
み
ら
い
静
岡
友

の
会
」の
活
動
に
支
援・協
力
す
る
こ
と

〈
江
尻
地
区
〉

　

江
尻
地
区
は
、清
水
駅
と
の
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
が
完
成
し
、ア
ク
セ
ス
が
大
き
く

改
善
さ
れ
た
。一
層
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、

駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
発
着
場
を
移
転
し
、陸
海

の
結
節
点
と
し
て
早
期
整
備
を
図
る
こ
と

〈
折
戸
湾
〉

　

木
材
係
留
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
貯
木
杭
の
撤

去
、湾
底
堆
積
物
の
処
理
を
含
め
、折
戸
湾

の
整
備
促
進
を
図
り
、景
観
や
良
好
な
環

境
づ
く
り
を
行
う
こ
と

　
１
．事
業
所
税
の
廃
止

２
．も
の
づ
く
り
人
材
育
成
の
た
め
の

高
等
教
育
機
関
の
整
備
促
進

３
．Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
周
辺
の
整
備
促
進

４
．三
保
松
原
周
辺
地
域
の
整
備
促
進

５
．Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
へ
の
新
幹
線
ひ
か
り
号
の

停
車
本
数
増
加
の
働
き
か
け
新
規
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会 議 所 T O P I C S
　　

夏
の
芸
妓
の
踊
り
鑑
賞
会
が
、静
岡
市
内

５
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。古
く
か
ら
こ
の

地
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
と
し
て
の

「
芸
妓
文
化
」を
守
り
、振
興
さ
せ
る
こ
と
が
、

地
域
経
済・観
光
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
行
っ

て
き
た
こ
の
鑑
賞
会
も
、６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
芸

妓
衆
の
踊
り
と
、高
級
料
亭
の
料
理
が
堪
能

で
き
る
こ
と
か
ら
、今
年
も
定
員
を
超
え
る
申

込
が
寄
せ
ら

れ
、当
選
さ

れ
た
参
加
者

か
ら
は
、と
て

も
素
晴
ら
し

い
踊
り
と
料

理
だ
っ
た
。ま

た
参
加
し
た

い
、と
大
満

足
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

当
会
議
所
開
所
１
２
５
周
年
を
記
念
し
、

藤
枝
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
第
１
回
会
員
交

流
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。１
１
０
名

も
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、ゴ
ル
フ

を
通
じ
て
会

員
相
互
の
交

流
が
図
ら
れ

ま
し
た
。ラ
ウ

ン
ド
終
了
後

に
は
成
績
発

表
を
兼
ね
た

懇
親
会
が
盛

大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

各
５
日
間
の
日
程
で
合
計
15
名
の
学
生
が
当

会
議
所
の
就
業
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。静
岡

市
内
の
企
業
へ
の
取
材
を
通
じ
、学
生
か
ら
見

た
企
業
の
魅
力
、静
岡
で
働
く
魅
力
を
発
見

し
、学
生
へ
効
果
的
に
伝
え
る
Ｐ
Ｒ
方
法
を
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、経
営
者・採
用
担
当
者
へ
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
行
い
ま
し
た
。学
生
に
と
っ

て
は
、知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い

静
岡
市
で
働
く
魅

力
、企
業
経
営
者

や
行
政
担
当
者
に

と
っ
て
は
、学
生
視

点
で
見
た
静
岡
市

で
働
く
魅
力
を
発

見
す
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
品
質
を
見
え
る
化
す
る
た
め
に
経

済
産
業
省
が
創
設
し
た「
お
も
て
な
し
規
格
認

証
」の
県
内
普
及
に
取
り
組
む
地
域
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
が
発
足
し
ま
し
た
。県
内
各
地
の
商
工

会
議
所
、県
商
工
会
連
合
会
、金
融
機
関
、損

保
会
社
等
か
ら
約
50
名
が
出
席
し
、普
及
に

向
け
た
連
携
を

確
認
し
ま
し
た
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

事
務
局
を
務
め

る
当
所
で
は
、

今
後
、セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る

等
推
進
に
向
け

強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

全
国
家
康
公
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
事
務
局
静
岡

商
工
会
議
所
）で
は
、今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
舞

台
と
な
って
い
る
浜
松
市
で
視
察
会
を
実
施
し
ま

し
た
。家
康
公
ゆ
か
り
の
静
岡・浜
松・岡
崎
か
ら

合
計
50
名
以
上
の
参
加
者
の
も
と
、龍
潭
寺
、大

河
ド
ラ
マ
館
、浜
松
出
世
の
館
等
を
視
察
し
ま
し

た
。昼
食
交
流
会
で
は
、出
席
者
同
士
が
情
報
交

換
を
行
い
、井
伊
直
虎
や
徳
川
家
康
公
の
話
題
で

盛
り
上
が
り
ま

し
た
。視
察
終

了
後
は
徳
川
み

ら
い
学
会
in
浜

松
で
小
和
田
先

生
の
講
演
会
も

受
講
し
、大
変

盛
況
の
う
ち
に

視
察
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会（
会
長
酒
井
公

夫
会
頭
）で
は
海
洋
研
究
開
発
機
構
が
所
有

し
、清
水
区
興
津
埠
頭
に
停
泊
す
る
地
球
深

部
探
査
船「
ち
き
ゅ
う
」の
特
別
公
開
を
行
い

ま
し
た
。同
会
会
員
を
は
じ
め
、関
係
機
関
、

市
内
小
中
学
校
教
員
な
ど
約
１
９
０
名
が
乗

船
し
、巨
大
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
海
底
下
に

住
む
生
命
の
存
在
の
究
明
な
ど
の
実
績
や
海

底
掘
削
技
術
の
説
明
を
受
け
、船
内
や
掘
削

機
器
を
見
学
し
ま
し
た
。

夏
の
芸
妓
踊
り
鑑
賞
会

第
１
回

会
員
交
流
ゴ
ル
フ
大
会

・企業経営者へのプレゼンテーションの様子 ・表彰式・懇親会の様子（酒井会頭挨拶）

・掘削ドリルパイプ等をつるす高さ
約70mのデリックを背に「ちきゅう」
ヘリコプターデッキを見学 ・龍潭寺 武藤宗甫住職の説明を聞く参加者

・おもてなし規格認証の活用策を聞く出席者

・芸妓による踊りの披露

お
も
て
な
し
規
格
認
証
事
業

静
岡
県
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
発
足

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

全
国
家
康
公
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

浜
松
視
察
会

海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会

深
海
探
査
船「
ち
き
ゅ
う
」特
別
公
開

8/248/25

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

8/21～25・
8/28～9/1

8/26
・27

8/2 7/13
～8/25



会 議 所 T O P I C S

静
岡
大
学
名
誉
教
授
・
徳
川
み
ら
い
学
会
会
長　

小
和
田
哲
男
氏

　

徳
川
み
ら
い
学
会
in
浜
松
講
演
会
を
８

月
25
日（
金
）、ク
リ
エ
ー
ト
浜
松
で
開
催
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主
直
虎
」

の
時
代
考
証
を
つ
と
め
て
い
る
小
和
田
哲

男
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。講
演
要
旨
は
次

の
通
り
。　　
　
　
（
文
責・企
画
広
報
室
）

　

今
川
氏
の
傘
下
に
入
っ
て
い
た
家
康
は
、

桶
狭
間
の
戦
い
で
義
元
が
討
た
れ
た
こ
と

を
契
機
に
自
立
し
ま
す
。三
河
一
国
を
治

め
る
と
、少
し
ず
つ
遠
江
に
手
を
伸
ば
し
て

い
き
ま
す
。戦
国
時
代
の
武
士
は
上
昇
志

向
な
の
で
、少
し
で
も
領
土
を
広
げ
て
、家

臣
た
ち
に
褒
美
と
し
て
土
地
を
与
え
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

そ
の
過
程
で
虎
松
の
父・井
伊
直
親
が

家
康
と
内
通
の
疑
い
あ
り
と
い
う
こ
と
で
、

今
川
氏
真
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
、桶
狭
間

の
戦
い
の
２
年
後
の
永
禄
５
年（
１
５
６
２
）

に
掛
川
城
下
で
殺
さ
れ
ま
す
。

　

虎
松
の
命
も
危
な
い
の
で
、新
野
左
馬

助
親
矩
の
差
配
で
三
河
の
鳳
来
寺
に
逃
が

し
ま
し
た
。井
伊
家
に
は
男
性
が
い
な
く

な
っ
た
の
で
、出
家
し
て
い
た
次
郎
法
師
が

家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。戦
国
時

代
に
は
女
性
に
家
督
を
継
が
せ
て
よ
い
ル

ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。寿
桂
尼
の
存
在
が
、

次
郎
法
師
に
直
虎
と
い
う
名
前
で
家
督
を

継
が
せ
る
後
押
し
を
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
川
氏
は
、井
伊
谷
を
直
轄
地
に
し
て
、

三
河
か
ら
遠
江
に
伸
び
て
く
る
家
康
の
防

波
堤
に
し
た
い
と
考
え
て
、難
題
を
ふ
っ
か

け
ま
す
。そ
の
ひ
と
つ
が
徳
政
令
で
す
。

　

徳
政
と
は
、百
姓
た
ち
が
瀬
戸
方
久
の

よ
う
な
高
利
貸
か
ら
借
り
て
い
る
借
金
を

棒
引
き
に
す
る
こ
と
で
す
。井
伊
氏
も
方

久
に
財
政
的
基
盤
を
支
え
ら
れ
て
お
り
、

方
久
が
倒
れ
れ
ば
、井
伊
氏
も
倒
れ
る
こ

と
に
な
る
。そ
れ
を
狙
っ
て
、今
川
氏
は
井

伊
谷
に
徳
政
令
を
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　

直
虎
は
、そ
れ
を
知
っ
て
２
年
間
、徳
政

令
を
凍
結
し
ま
す
が
、最
終
的
に
は
永
禄

11
年（
１
５
６
８
）11
月
９
日
に
署
名
し
て

徳
政
令
を
実
行
し
ま
す
。そ
の
直
後
に
直

虎
は
、次
郎
法
師
に
戻
っ
て
、龍
潭
寺
に
逼

徳
川
み
ら
い
学
会
 in
浜
松

個人・法人会員を随時募集しています。皆さまのご入会をお待ちしております。
〈お問い合わせ〉 徳川みらい学会事務局　〈ＴＥＬ〉 ２８４-９６６０　〈Ｈ　Ｐ〉　徳川みらい学会　検索

塞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
、武
田
信
玄
は「
甲
相
駿
三

国
同
盟
」を
破
棄
し
、信
長
か
ら
の
働
き

か
け
で
家
康
と
手
を
結
ん
で
、し
め
し
あ

わ
せ
て
軍
事
行
動
を
と
り
ま
す
。12
月
13

日
に
信
玄
は
駿
河
に
攻
め
込
み
ま
す
。

　

同
日
、家
康
は
菅
沼
忠
久
、近
藤
康
用
、

鈴
木
重
時
の
井
伊
谷
三
人
衆
を
先
導
役

に
遠
江
に
攻
め
込
み
、井
伊
谷
は
三
人
衆

に
与
え
ら
れ
ま
す
。家
康
は
そ
の
後
、引
馬

城
を
攻
め
、さ
ら
に
東
へ
進
み
、高
天
神
城

の
小
笠
原
氏
を
戦
わ
ず
に
味
方
に
つ
け
、

最
後
ま
で
抵
抗
し
た
掛
川
城
を
永
禄
12

年
５
月
に
講
和
開
城
さ
せ
ま
し
た
。

　

家
康
は
三
河
と
遠
江
の
２
カ
国
を
支
配

す
る
た
め
、遠
江
の
政
治
の
中
心
地
で
あ
る

見
付（
磐
田
市
）に
城
を
造
り
始
め
ま
す
。

　

し
か
し
、信
玄
が
大
井
川
を
越
え
て
北

遠
に
軍
勢
を
送
り
こ
ん
で
き
た
た
め
、引

馬
城
を
拡
張
す
る
形
で
城
づ
く
り
を
始

め
、名
前
を
浜
松
城
と
変
え
ま
す
。

　

そ
の
浜
松
城
で
は
、信
長
の
命
を
受
け

て
、信
玄
の
侵
攻
を
防
ぐ
た
め
、三
方
ヶ
原

の
戦
い
で
大
敗
北
を
喫
し
ま
す
。

　

そ
の
頃
、虎
松
は
鳳
来
寺
で
僧
兵
た
ち

か
ら
武
芸
を
習
い
、学
問
を
勉
強
し
て
い

ま
し
た
。天
正
２
年（
１
５
７
４
）、直
親
十

三
回
忌
に
龍
潭
寺
に
戻
っ
た
14
歳
の
虎
松

は
、母
の
再
婚
相
手
の
松
下
源
太
郎
清
景

の
屋
敷
に
連
れ
子
と
し
て
入
り
ま
す
。

　

直
虎
は
、母
と
仕
立
て
た
小
袖
で
虎
松

を
正
装
さ
せ
、天
正
３
年
２
月
15
日
の
鷹

狩
の
日
に
家
康
に
謁
見
さ
せ
ま
し
た
。

　

家
康
は
、虎
松
の
父・直
親
が
自
分
と
の

内
通
を
疑
わ
れ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、虎
松
に
万
千
代
と
い
う
名
を
与
え
て

仕
え
さ
せ
ま
し
た
。切
腹
し
た
長
男
信
康

の
代
わ
り
に
、築
山
殿
の
親
類
で
あ
る
万

千
代
を
可
愛
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

万
千
代
は
、天
正
９
年
の
武
田
氏
と
の

高
天
神
城
の
攻
防
戦
で
軍
功
を
表
し
ま

し
た
。本
能
寺
の
変
勃
発
後
の
家
康
の
伊

賀
越
え
の
道
中
で
は
大
活
躍
。信
長
の
死

で
混
乱
状
態
の
甲
斐・信
濃
で
は
北
条
氏

直
と
の
和
平
交
渉
を
ま
と
め
ま
し
た
。天

正
18
年（
１
５
９
０
）小
田
原
攻
め
後
は
12

万
石
の
上
野
箕
輪
城
主
に
抜
擢
さ
れ
、徳

川
家
臣
団
の
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
の
時
の
鉄
砲
傷
が
も
と

で
、２
年
後
、42
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

「
浜
松
城
時
代
の
家
康
と

　
　
　
　
　
　

井
伊
直
虎
・
虎
松
」

桶
狭
間
の
戦
い
後
の

家
康
と
井
伊
氏

信
玄
と
結
ん
で

今
川
氏
を
滅
ぼ
す
家
康

浜
松
城
主
と
な
る
家
康

虎
松
を
家
康
に
出
仕
さ
せ
る
直
虎





商工会議所担当者から一言

総務部 会員サービス課

TEL054-253-5112

わ
た
し
の
商
工
会
議
所

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法

活活
用用
法法

活
用
法

「
共
済

度
」

共共
済済

度度

「
共
済
制
度
」

共共
済済
制制
度度

「
共
済
制
度
」

共共
済済
制制
度度

「
共
済

度
」

共共
済済

度度

「
共
済
制
度
」

　

当
会
議
所
の
共
済
制
度
に
は
、生
命
共
済
の

ほ
か
、従
業
員
に
将
来
支
払
う
退
職
金
を
毎

月
計
画
的
に
積
立
て
る
特
定
退
職
金
共
済
が

あ
り
ま
す
。そ
の
他
に
も
、事
業
活
動
に
お
け

る
リ
ス
ク
を
総
合
的
に
補
償
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
総

合
保
険
や
、労
災
事
故
と
賠
償
リ
ス
ク
に
備
え

る
業
務
災
害
保
障
プ
ラ
ン
な
ど
各
種
保
険
制

度
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。会
員
で
あ
れ
ば

保
険
料
が
一
般
に
比
べ
最
大
５０
％
程
安
く
な

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。従
業
員
の
健
康
管

理
を
経
営
的
な
視
点
で
捉
え
る「
健
康
経
営
」

の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。従
業
員
の
健

康
の
保
持・増
進
と
し
て
も
当
所
の
保
険
制
度

を
お
す
す
め
し
ま
す
。保
険
料
の
お
見
積
り

等
い
た
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、共
済
制
度
加
入
事
業
所
の
皆
様
に

は
、抽
選
で
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
チ

ケ
ッ
ト（
各
試
合
２
組
４
名
様
）が
当
た
る
特
典

も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。抽
選
応
募
は
当
所

Ｈ
Ｐ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

会
員
事
業
所
の
経
営
強
化
と

福
利
厚
生
を
お
手
伝
い

静
岡
商
工
会
議
所
は「
会
員
・
地
域
か
ら
頼
り
に
さ
れ

る
会
議
所
」を
め
ざ
し
て
、会
員
企
業
を
応
援
し
て
い

ま
す
。会
議
所
を
上
手
に
利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆

様
か
ら
、会
議
所
活
用
法
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

臼井 康望月  愛

「
も
し
も
」の
と
き
も
こ
れ
で
安
心

社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、

生
命
共
済
制
度
を
活
用

　

当
社
は
静
岡
本
社
、焼
津
出
荷
場
、菊
川

出
荷
場
、磐
田
出
荷
場
を
拠
点
に
、レ
タ
ス
、

枝
豆
を
中
心
に
野
菜
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

年
間
耕
地
面
積
は
1
0
0
ha（
東
京
ド
ー
ム

20
個
分
）ほ
ど
で
す
。国
内
の
農
業
を
次
世

代
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、利
益
確
保
で
き
る
農

業
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

平
成
２０
年
１２
月
に
農
業
生
産
法
人
㈱
鈴
生

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
規
就
農
者
な
ど
の
研
修
生
を
受

け
入
れ
、次
世
代
の
担
い
手
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、独
立
支
援
を
通
じ
た
地
域
農

業
の
活
性
化
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
等
も

行
って
お
り
ま
す
。

　

平
成
２６
年
４
月
に
は
、モ
ス
バ
ー
ガ
ー
と
の

合
弁
会
社
農
業
生
産
法
人
㈱
モ
ス
フ
ァ
ー
ム

す
ず
な
り
を
磐
田
市
に
設
立
し
、大
手
外
食

チ
ェ
ー
ン
と
提
携
し
て
レ
タ
ス
の
大
規
模
栽
培

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を

取
り
入
れ
、日
照
や
気
温
、湿
度
な
ど
の
気

象
情
報
や
、作
物
の
育
成・収
穫
デ
ー
タ
な
ど

を
収
集
し
、最
適
な
栽
培
方
法
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
の
生
命
共
済
制
度
に
は
、５

年
程
前
か
ら
加
入
し
て
い
ま

す
。幅
広
い
保
障
で
、業
務
上・

業
務
外
を
問
わ
ず
、役
員
・
従

業
員
の「
も
し
も
」や「
ま
さ

か
」に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。社
員
に
安
心
し
て
働
い
て

も
ら
え
る
よ
う
、福
利
厚
生
制

度
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ク
サ
生
命（
共
済
制
度
引

受
幹
事
会
社
）の
石
川
主
任
が

定
期
的
に
来
社
さ
れ
、加
入
や
請
求
の
手
続

き
の
ほ
か
、企
業
経
営・継
続
に
欠
か
せ
な
い

各
種
商
品
を
提
案
し
て
く
れ
る
の
で
、と
て

も
助
か
って
い
ま
す
。

　

経
営
理
念
と
し
て
い
る「
お
い
し
さ
を
求

め
て
」は
、種
ま
き
か
ら
お
客
様
に
届
く
ま
で

全
力
で
取
り
組
む
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。社
名
で
あ
る「
す
ず
な
り
」に

は
、作
物
も
人
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
る

会
社
に
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。自

分
た
ち
が
作
り
た
い
も
の
を
作
る
の
で
は
な

く
、お
客
様
が
欲
し
い
も
の
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、社
員
全
員
で
経
営
理
念
を
胸

に
、お
い
し
い
野
菜
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
って
お
り
ま
す
。

主力商品のレタス（商品名 : すいーとれたす）
フルーツのような甘みが特徴

菊川出荷場チームの皆さん

株式会社鈴生
代表取締役

鈴木貴博 さん
静岡市葵区下1108-8

すずなり
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POINTOINT 製
造
現
場
の
省
電
力
化
の
発
想
転
換

　

中
小
企
業
は
、原
価
低
減
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
ま
す
。材
料
の
最
安
値
購
買
、作
業
効
率
の

改
善
、機
械
設
備
の
改
善
等
、多
々
に
わ
た
り

改
善
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、や
る

だ
け
の
こ
と
は
や
っ
た
感
が
あ
り
、こ
れ
以
上
の

原
価
低
減
は
無
理
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、商
売
継
続
の
た
め
、や
む
な
く
納
入

先
の
要
求
単
価
に
応
え
て
し
ま
う
の
が
現
状
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
納
入
商
品
が
不
良
を
起
こ
し
、対
策

の
た
め
に
不
要
な
作
業
を
し
て
ま
で
品
質
管
理

に
お
金
を
か
け
て
し
ま
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
、新
た
な
原
価
低
減
で
き
る

工
程
を
考
え
て
、品
質
確
保
と
同
時
に
原
価
低

減
を
実
行
す
べ
き
で
す
。

い
ま
ま
で
様
々
な
製
造
現
場
の
改
善
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、納
入
先
の
企
業
か
ら
、さ
ら
な
る
原
価
低
減
の
要
求
が
来
て

い
ま
す
。ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
以
上
の
原
価
低
減
は
無
理

な
の
か

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
可
能
な
の
で
し
ょ
う
？

　

基
本
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、

使
用
し
て
い
る
設
備
の
詳
細
を
知
る
こ
と
で

す
。

　

私
が
改
善
指
導
し
て
い
る
す
べ
て
の
企
業
の

実
務
担
当
者
は
、使
用
し
て
い
る
設
備
機
器
の

機
能
を
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。取
扱
説
明
書
に

書
か
れ
て
い
る
使
用
方
法
の
ま
ま
生
産
活
動
を

し
て
、品
質
確
保
の
た
め
に
調
整
つ
ま
み
等
を

経
験
値
と
合
わ
せ
て
調
整
す
る
の
み
で
す
。こ

の
よ
う
な
生
産
活
動
で
は
大
幅
な
改
善
効
果

は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　

全
世
界
で
実
施
さ
れ
て
い
る
改
善
の
基
本
は

左
記
４
項
目
の
み
で
す
。

①
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る

②
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る

③
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
順
番
を
変
え
る

使
用
し
て
い
る
設
備
機
器
の
機
能

を
知
る

　
で
は
実
例
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
に
は
、中
小
企
業
で
は

設
備
機
械
を
新
し
く
導
入
す
る
資
金
が
あ
り

ま
せ
ん
。そ
こ
で
、②
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る

提
案
で
す
。

　

設
備
機
器
に
は
、必
ず
動
力
と
し
て
モ
ー
タ

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
モ
ー
タ
が
設
備
機
器

の
主
た
る
消
費
電
力
の
根
源
で
す
。旧
型
に
対

し
て
同
一
の
大
き
さ
の
モ
ー
タ
は
現
在
存
在
し

て
い
ま
せ
ん
。す
べ
て
効
率
改
善
に
よ
り
小
型

軽
量
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。こ
の
小
型
軽

量
の
モ
ー
タ
を
新
規
に
、ア
ン
グ
ル
材
な
ど
を
用

い
て
は
め
込
む
こ
と
で
、サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
変
え

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

小
型
軽
量
の
モ
ー
タ
を
新
規
に

は
め
込
む

　

さ
ら
に
旧
型
は
誘
導
電
動
機（
Ａ
Ｃ
モ
ー
タ
）

の
も
の
が
多
い
で
す
が
、こ
れ
を
直
流
モ
ー
タ

（
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
）に
更
新
す
る
こ
と
で
適
性
な
使

用
ト
ル
ク
を
得
る
の
に
必
要
な
電
力
を
大
幅
に

低
減
で
き
ま
す
。Ａ
Ｃ
モ
ー
タ
の
効
率
が
70
％

程
度
に
対
し
て
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
の
効
率
は
90
％
以

上
あ
り
、電
力
量
を
20
％
以
上
節
約
で
き
ま

す
。昼
夜
稼
動
し
て
い
る
コ
ン
ベ
ア
等
の
場
合
は

相
当
量
の
電
力
量
削
減
に
な
り
ま
す
。休
憩
時

間
の
消
灯
等
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

同
様
に
ボ
イ
ラ
ー
配
管
断
熱
を
10㎜
ウ
レ
タ

ン
で
重
ね
巻
き
を
自
社
で
実
施
し
て
12
万
円
の

重
油
を
節
約
で
き
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

改
造
を
業
者
さ
ん
に
頼
む
の
で
は
な
く
自
社

主
体
で
改
造
す
れ
ば
、費
用
は
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｃ
モ
ー
タ
を
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
に

更
新
す
る

使
用
し
て
い
る
設
備
機
器
の
機
能
を
理
解
し
、

モ
ー
タ
交
換
で
消
費
電
力
量
を
低
減
す
る
。

④
材
料
を
変
え
る

　
い
ず
れ
の
場
合
も
事
前
に
消
費
電
力
を
確

認（
予
測
）す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。生
産
性
＆

品
質
確
保
に
目
が
向
き
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、

消
費
電
力
す
な
わ
ち
電
力
量
が
低
減
で
き
て
い

る
か
否
か
で
す
。消
費
電
力
が
少
な
い
＝
無
駄

な
仕
事
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。



営業時間╱9:00～17:45（土・日・祝定休）

http://ryutsu.shizutetsu.net 静鉄不動産 仲介 検索

静岡鉄道株式会社不動産流通事業部
コンサルティング営業所
〒420-8510 静岡市葵区鷹匠一丁目1番１号
静岡県知事免許（15）第274号
（公社）静岡県宅地建物取引業協会会員
（一社）静岡県都市開発協会会員

不動産（土地・建物）の「売る・買う、貸す・借りる」をお手伝いします！
仲 介

ホームページリニューアル!! http://www.crcjob.net
シー . アール . シー　　検索

( 本社 ) 〒417-0055　富士市永田町 1丁目 153　　　TEL :0545-57-4655　FAX:0545-57-4651
( 静岡事務所 ) 〒420-0822　静岡市葵区宮前町 31　 TEL :054-294-8492　FAX:054-294-8493

静岡商工会議所報「Sing」に貴社のPRチラシを同封します
貴社のPRチラシを「Sing」に同封し、静岡商工会議所の会員13,000事業所に配布します。
格安で効果的な広報手段として、ぜひご活用ください！

お問い合わせ・お申込みは、静岡商工会議所　企画広報室（TEL 054-253-5111）へ

★開封率が高く、静岡市の中小企業経営者にターゲットをしぼったPRができる。 ★単独DMに比べて、配送コストを削減できる。
※A4チラシ郵送の場合、@63円（特別料金適用）×1３,000社＝８１９,000円。当サービスでは10８,000円。

【利用料金】 （単位：円　消費税込み）

チラシ
サイズ

Ａ４まで 折りなし １０８，０００円
Ａ３まで ２つ折り １２９，６００円

仕上がりＡ４まで ８ページ以内 １５１，２００円
仕上がりＡ４まで ８ページ超 １５１,２００円に４ページ増す毎に２１，６００円加算



オーレ！

静
岡
商
工
会
議
所
は
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

5
か
ま 

た　

し
ょ
う 

ま

鎌
田
翔
雅 

選
手

DF
守
備
で
貢
献
し
な
が
ら
、攻
撃
参
加
す
る

　

２
０
１
６
年
に
就

任
し
た
小
林
伸
二
監

督
は
、組
織
プ
レ
ー

を
重
要
視
し
ま
す
。

全
員
で
同
じ
意
識

を
も
っ
て
プ
レ
ー
し

な
い
と
、ま
と
ま
っ
た

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
ま
せ

ん
。守
備
も
頭
を
使
う
の
で
、最
初
は
難
し
く
、監
督
と
二

人
だ
け
で
練
習
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
く
ら
い
細

か
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、昨
季
は
第
７
節
４
月
７
日
の

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
戦
で
怪
我
す
る
ま
で
は
良
い
プ
レ
ー
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　

怪
我
は
左
膝
前
十
字
靭
帯
損
傷
で
、手
術
後
は
激
痛
が

走
り
、歩
け
る
よ
う
に
な
る
の
か
、プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
、と
て
も
心
配
で
し
た
。脚
を
曲
げ
て
伸
ば
す
動
作

を
続
け
、回
復
す
る
ま
で
５
か
月
か
か
り
ま
し
た
。そ
の
間
、

上
半
身
の
筋
ト
レ
を
集
中
し
て
行
い
、体
重
が
少
し
増
え
、

体
脂
肪
が
減
り
、身
体
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
年
の

う
ち
に
復
帰
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
、

Ｊ
１
復
帰
を
決
め
る
11
月
20
日
の
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
戦
に

後
半
43
分
か
ら
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
季
は
、怪
我
を
し
な
い
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。特

に
食
事
は
、妻
も
気
を
使
っ
て
く
れ
て
、油
物
等
は
な
る
べ
く

食
べ
な
い
よ
う
に
し
て
、栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
の
で
、筋
肉
系
の
怪
我
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
節
か
ら
右
サ
イ
ド
バッ
ク
と
し
て
ス
タ
メ
ン
で
起
用
さ

れ
、７
月
８
日
の
ガ
ン
バ
大
阪
戦
で
は
初
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
創
設
25
周
年
記
念
マ
ッ
チ
で
点

を
取
れ
て
勝
利
で
き
た
こ
と
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

あ
の
試
合
は
、何
が
な
ん
で
も
勝
つ
、ガ
ン
バ
だ
け
に
は
負
け

た
く
な
い
と
い
う
ス
タ
ジ
ア
ム
の
雰
囲
気
を
感
じ
た
の
で
、

自
然
と
背
中
を
押
さ
れ
て
勝
利
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の
松
原
后
選
手
が
積
極
的
に
攻
撃
参

加
す
る
の
で
、自
分
は
ま
ず
は
守
備
で
貢
献
し
な
が
ら
、い
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
攻
撃
参
加
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

８
月
13
日
の
柏
レ
イ
ソ
ル
戦
で
は
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
ゴ
ー
ル

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、そ
の
あ
と
の
失
点
は
Ｄ

Ｆ
と
し
て
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
、悔
し
さ
が
残
っ
て
い
ま

す
。失
点
は
１
点
以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
厳
し
い
戦
い
が
続
き
ま
す
が
、自
分
た
ち
の
思
い

を
プ
レ
ー
と
結
果
で
表
し
、皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
９
月
６
日
取
材
）

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
９
年
６
月
15
日
、茅
ヶ
崎
市
生
ま
れ
。サ
ッ
カ
ー
を

始
め
て
い
た
兄
に
憧
れ
て
幼
稚
園
年
中
で
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

ジ
ュニ
ア
に
入
り
、ジ
ュニ
ア
ユ
ー
ス
、ユ
ー
ス
を
経
て
、２
０
０

８
年
、ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
昇
格
。２
０
１
０
年
に
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
千
葉
、２
０
１
４
年
に
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
に
レ
ン
タ

ル
移
籍
し
、２
０
１
５
年
に
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
へ
完
全
移
籍
。

Ｕ-

19
、20
、21
の
日
本
代
表
に
選
出
。

　

日
本
平
ホ
テ
ル
は
、２
０
１
２
年
９

月
に
全
面
建
替
え
を
行
い
、地
元
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
、無
事
５
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。『
風
景

美
術
館
＝
日
本
平
』を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
、客
室
や
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、美
し

い
富
士
山
や
清
水
の
港
町
が
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

日
本
平
ホ
テ
ル
に
は
エ
ス
パ
ル
ス
を

応
援
す
る
た
め
に
宿
泊
す
る
お
客
様

も
多
く
、勝
利
の
日
に
は
満
面
の
笑

顔
で
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

　

25
周
年
を
迎
え
た
清
水
エ
ス
パ
ル

ス
の
、益
々
の
活
躍
を
楽
し
み
に
応

援
し
続
け
ま
す
！

〈連絡先〉
株式会社 日本平ホテル
静岡市清水区馬走1500-2　TEL054-335-1131
http://www.ndhl.jp/

日
本
平
ホ
テ
ル

エ
ス
パ
ル
ス
の
益
々
の
活
躍
を
！

富士山を望む芝生庭園でフラッグを掲げる社員の皆様

日本平ホテルは新たにオープンして５周年



◆弥生無料体験セミナーや経営計画作成教室も行っています。詳しい日程等は当事務所HPを御確認下さい◆

WEB：http://www.tax.io/　又は 原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

今お使いの弥生会計を、より便利に、使いやすく！

”弥生会計便利活用セミナー”開催
当事務所は『経営革新等支援機関』です！

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所

Ｑ：自動取込で時間短縮が出来たら出来ることは？

Ａ：売上を上げるための新しい業務を考えられます。
Ａ：新規客獲得のためのDMや広告
を作成できます。

Ａ：社員教育などを充実させる時間
が作れます。

Ａ：残業時間が減って、社員にゆとり
が生まれます。

〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33  TEL：054-277-2525  MAIL：info.haratax@gmail.com

弥生会計の便利機能をもっと上手に使って、効率よく経理業務を行ってみませんか？
時間短縮で余裕ができたら、きっと新しいことが始められます。
今ある機能を使って、”時短経理”始めませんか？
【日時】平成29年10月26日（木）
【時間】13：30～15：00（90分）
【料金】3,240円　　【定員】4人
【会場】原耕司税理士事務所１F セミナールーム
【対象】弥生会計ご利用中（弥生サポート加入必

須）で、インターネットバンキングご利用
中の方（ご検討中の方も可）
※当セミナーは、講師の操作を御確認頂
く形式となります。

【お申込方法】当事務所までお電話にてお問い
合わせ下さい。

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

10月18日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
10月24日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

税や社会保険のことはお任せください

〒420-8063　静岡市駿河区馬渕４－１３－９
　　　　　　アイビーハウス馬渕２０２号室
TEL 054-263-6223　FAX 054-263-6224

税理士・社労士は経営者の身近な相談相手です

税理士・特定社会保険労務士

森澤労務会計事務所

検索

巻き爪補正巻き爪補正
＊痛くない
＊見た目にきれい
＊爪を傷めない
＊その日で痛みから
　解放されます

〒420-0032
静岡市両替町1-3-9 わかさビル2Ｆ
TEL 080-6904-7824
リフレクソロジー Mana



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画 起業家入居中！起業家入居中！起業家入居中！静岡市清水産業・静岡市清水産業・

情報プラザに情報プラザに
静岡市清水産業・
情報プラザに

Web × 映像で
御社のPRを
お手伝い

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ707号室
TEL 050-6869-0710
http://basara-project.com、http://coody.jp

婆娑羅Project（同）

Webサイト制作と映像制作
を中心に、海外マスメディア
の国内取材のお手伝いも行
う会社です。スマホで閲覧さ
れることがメインとなったいま、
映像を効果的に組み合わせ
て競合他社と差別化する方
法をご提案します。

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ602号室
TEL 050-5582-3184
http://nexseed.jp/

nexSeed

ソーシャルメディア活用と情報セキュリティ対策
Webサイトとソーシャルメディアを
効率的に活用することでWebサ
イトへの訪問者増加、実店舗へ
の来店促進を実現します。また、
静岡県警察よりサイバー犯罪対
策テクニカルアドバイザーの委
嘱を受けており企業の情報セキ
ュリティ対策の支援をします。

清水から世界に羽ばたくサッカー選手育成

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ612号室
TEL 054-351-2864　FAX 054-351-2865
http://daizo-ff.jp/

（一社）Shimizu Football Academy

これまで皆さんが培ってきた技術・体力・精神力・戦術を、さらに
その上のレベルへと目標値をアップさせます。目標意識を「世
界基準」に切り替えてトレーニングを行うことにより飛躍的な成
長をサポートしていくサッカースクールです。

月会費
5,400円（税込）／週1回

ネットショップを
初めてみませんか？

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ605号室
TEL 090-1290-4545　FAX 054-368-4323
http://smile-pc.club

スマイルファクトリー

ネットショップ（Eコマース）の
開設はお任せください。特定
商取引法から決済や配送方
法まで、全てを設定いたします。
その他、楽天やAmazon、
Yahoo!などへの出店などもお
気軽にお問合せください。

ネットでの誹謗中傷に迅速対応します

〒424-0821 静岡市清水区相生町６－１７ 静岡市清水産業・情報プラザ６１６号室
TEL 054-625-5757　FAX 050-3737-9182
http://shin-shimizu.com/

新清水法律事務所

インターネットの掲示板等
で誹謗中傷を書かれてお
困りではありませんか。迅
速に法律上の手続を採
れば、誹謗中傷の書込削
除や、書込者特定に至る
場合があります。誹謗中
傷の書込を発見したら、す
ぐにご相談ください。
初回電話相談10分０円

３６０°バーチャルツアーで店舗をPR

〒424-0821 静岡市清水区相生町6-17 静岡市清水産業・情報プラザ703号室
TEL 054-368-6370　FAX 054-368-6371
http://www.epoch2016.com

㈱ＥＰＯＣＨ

Googleストリートビューで世界中のユーザーに向けて、あなた
の店舗を紹介しませんか？
Googleストリートビューは、あなたの店舗を360°のパノラマ画

像で紹介するサー
ビスでPR効果抜
群です!

15地点
100,000円（税込）



習いは古きに、創意は新しきを
和牛焼肉なかじまは、「習いは古きに、創意は新しきを」と「地産地消」

が、メインコンセプトの
お店です。おかげさま
で創業3年目を迎え、
本年6月、両替町に
「ホルモン居酒屋な
かじま」をオープンし
ました。徹底的に新
鮮食材にこだわりお
客様にご提供します。

〒420-0035 静岡市葵区七間町12-2 静岡東宝会館2F
TEL＆FAX 054-253-8929
http://s-sodachi.com

和牛焼肉なかじま 七間町本店

単品料理800円～ コース料理5,000円～（税別）

家康公が食した料理を再現する店（華）
健康の源である食にたいへん気を使っていた家康公。麦飯を
主食とし、揚げ物、和え物、甘味、薬茶など数多くの食が伝え

られています。そん
な食事を竹千代時
代から晩年までの
エピソードを語りな
がら食事会を主催
しています。

〒421-0135 静岡市駿河区小坂1673
TEL 054-258-3771

御坂堂

2,000円（税込）

世界一大きい鯛焼きを販売しているお店です
当店オリジナルの形、味の鯛焼きを販売しています。餡子もお
店で銅鍋を使用して作っています。大きさは、16ｃｍ－200円、

26㎝－500円、60ｃ
ｍ－3,000円(化粧
箱入り)の3サイズで
す。お目出たい時な
ど、ご贈答品などに
いかがですか。

〒421-0103 静岡市駿河区丸子5787-1
TEL＆FAX 054-257-7589

丸子峠鯛焼き屋

3,000円（税込）

寿しと創作料理
お陰様で創業30年を迎えます。お客様が楽しく食事ができる

ことを心掛け
ております。地
魚や本マグロ
に力をいれて
気軽にこれる
店を目指して
います。

〒424-0926 静岡市清水区村松1-4-52
TEL＆FAX 054-335-4015
http://sakae1014.wix.com/

栄寿司

食とスポーツで地域と地域を結ぶ
カフェレストラン併設の更衣室兼シャワールームを完備し、ラン
ニング・自転車・ノルディックウォーキングを通したスポーツツーリ

ズムを展開。そして
今年から、人気の
新しいマリンスポー
ツSUP(スタンドアッ
プパドルボード）の
スクールを開催して
おります。

〒421-0121 静岡市駿河区広野5丁目11-15
TEL＆FAX 054-２５９-９９６１
http://sarrys-cafe.com

Club Sarry's(Sarry's Café)

SUPスクール 6,000円（税込）

由比港直送
倉澤あじの
押し寿司
肉厚で鯵とは思えない程
の脂の乗りと、ぷりぷりの食
感が倉澤あじの特徴です。
この倉澤あじを寿し鐵伝
統のシャリで仕上げた自慢
の逸品です。

〒424-0037 静岡市清水区袖師町517-1
TEL＆FAX 054-365-5233

袖師 寿し鐵

1,400円（税込）～



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

メディシェフの「ロカボパスタ」「ロカパン」
健康とおいしさの知識に精通した「メディシェフ」がつくる食
ブランド「いとをかし」より低糖スウィーツに続き、低糖パスタと

パンのテイクア
ウトがはじまりま
した。長年の研
究から完成し
たオリジナル商
品。ホテルレス
トランの味を是
非ご家庭でも！

〒424-0816 静岡市清水区真砂町3-27
TEL 054-366-7101　FAX 054-363-1231
http://hotelquest.co.jp/

ホテルクエスト清水

生パスタ3個 1,058円～（税込）

地産地消の健康増進弁当は駿河にお任せ下さい
当店は安全安心を基本に地産地消・国産品の材料仕入れを
心がけ健康に良いおいしい料理のご提供に努めています。厳

しい衛生管理のも
と創業以来36年
間無事故を継続
中です。季節のお
弁当・オードブル・
仕出料理の市内
配達を承ります。
（800円税込み～）

〒422-8006 静岡市駿河区曲金3-1-10
TEL 054-284-7828　FAX 054-284-5696
http://www.surugarest.co.jp

レストラン駿河 （静岡産業サービス㈱）

2,160円（税込）

ピッツァ マルゲリータ
生地にもソースにもこ
だわった高温窯焼き、
本格ナポリピッツァ。
ランチはセットで、ディ
ナーはビールやワイン、
様々なカクテルと共に
お愉しみください。

〒422-8067 静岡市駿河区南町5-34 ナカムラビル1F
TEL＆FAX 054-284-7504

PIZZERIA＆BAR SERENO

ごま風味のハンバーグ
大根おろしとねぎ、ごま油入りの醤油ダレをつけてお召し上がり

いただくハンバーグ。
食欲をそそります。
定番の煮込みハン
バーグやデミチーズ
バーグ、平日限定の
ワンプレートランチも
人気です。スパーゴ
西ヶ谷店、4/8オー
プンしました！

〒421-2114 静岡市葵区安倍口新田322-1
TEL＆FAX 054-340-0120
http://www.s-spago.com

スパーゴ西ヶ谷店

150ℊ 1,134円（税込）

親しい方との楽しいひと時からビジネス接待まで
JR静岡駅徒歩１分の立地と、接待の会食向きの豪華な盛付けを

リーズナブルな料金で
提供する。接待の席を
最も得意とする創業39
年の割烹料理屋。店
内の大型生簀に、駿河
湾の天然魚介が泳ぐ。
季節のしずまえ鮮魚を
活きで提供出来ること
が最大のうりである。

〒420-0851 静岡市葵区黒金町55 静岡交通ビル 地下１Ｆ
TEL＆FAX 054-283-9300
https://www.hotpepper.jp/strJ000380024/

活造り 河太郎

平均予算 1,000～8,000円

昭和44年から続くたこ焼き屋、たこでん。
粉はオリジナルでアルミフ
リーになっています。タコ
は真ダコで、添加物を使
用しない製法で仕上げて
います。たい焼きの餡子
は、北海道豆１００%使用。
美味しくて、安全、安心の
オリジナルの材料で、まご
ころこめて焼き上げていま
す。ぜひご賞味ください。

〒424-0067 静岡市清水区鳥坂1166-1
TEL 054-347-1511　FAX 054-347-0133

㈱朶伝



わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画

チーズフォンデュが自慢のイタリアン酒場
今年22年を迎え「イルパ
パ」の愛称で親しまれてい
ます。名物のチーズフォン
デュはエメンタール、グリエ
ール等数種類のチーズを
オリジナルブレンドした当店
の1番人気です。最大60
名まで利用可能です。結
婚式2次会、ランチ会など
お気軽にご利用ください。

〒420-0033 静岡市葵区昭和町1-2 スカイタウンビル1F
TEL＆FAX 054-250-0967

トラットリア イル パパトーレ

リーズナブルで美味しい和食
小鹿の住宅街で、季節感あふれる旬の食材を使った美味し

い和食をリーズナブルに
召しあがれる隠れ家的な
料理店です。多くの女性
のお客様にご来店いた
だいております。女子会、
記念日、お誕生日会、また
お祝いの席や法事など
でもご利用いただけます。

〒422-8021 静岡市駿河区小鹿3-17-19
TEL＆FAX 054-287-1220
http://www.hanatomi.com

㈾花ｔｏ実

ムニュ スペシャリテ
静岡の食材を中心に、国内外の厳選された旬の食材を使用
した、7品ほどのお任せコースです。料理に合わせてワインや

その他ドリンクも
多数ご用意して
います。20名様
までのブッフェ形
式の貸切パーテ
ィーも承ります。
（ともに要予約）

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠1-3-5 メゾンフィール鷹匠 1階
TEL 054-204-6888　FAX 054-204-6877
http://www.tak-epi.com/

エピキュリアン

浮月楼 七代目料理長 お披露目会 11/30㈭
前料理長のもとで20年以上「二番」として修行した鈴木が浮
月楼の七代目料理長に就任します。12６年の伝統を引き継い

だ自慢の料理に厳
選冷酒を取り揃え
たお披露目会に是
非お越し下さい。清
水芸妓の謡と踊りも
色をそえます。18時
受付、18:30開宴。

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町11-1
TEL 054-252-0131　FAX 054-273-9213
http://www.fugetsuro.co.jp/

浮月楼

20,000円（税込）

ホンモノの寿司で特別な時間を！無料掲載企業 
随時募集中！

静岡一を自負するネタの数
でこだわった旬のネタを寿
司だけではなく、焼物･揚
物･煮物などの料理でお
楽しみいただけます。ご予
算に合わせたコースもござ
います。マジシャンを招い
たイベントや、日本酒の新
酒を堪能するイベントなど
も随時開催しております！

〒421-0046 静岡市葵区吉野町5-3
TEL 054-251-2703　FAX 054-272-2703
http://funamasa.com

寿司割烹 船正

2,700円（税込）～

8,640円（税込）

6,480円（税込）

2,592円（税込）

コストをかけずに貴
社の商品・サービス
のＰＲができますので
是非ご利用ください。
申込は電話、メール
にて随時受け付けて
おります。

企画広報室
mail：sing@shizuoka-cci.or.jp　TEL：054-253-5111



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

「はかる」にまつわるご相談は当社まで！
体重計からトラックスケールまで
幅広い電子はかりを取り扱ってい
ます。県内の農林水産業・製造
業・運輸業、研究開発など様々な
業種、環境における「はかる」を支

えます。■一
部の製品は
型式承認取
得済み。

〒420-0008 静岡市葵区水道町116-1 PIAエミール1F
TEL 054-266-7534　FAX 054-266-7524
http://www.globalcas.com/

㈱ＣＡＳ

〒424-0206 静岡市清水区興津清見寺町1375-16
TEL 054-369-6666　FAX 054-369-5300
http://www.shimizufaz.co.jp

清水港振興㈱

第１7回
清水港興津フェア

清水港のイベントです。人気
のインポート賞品や、地元興
津の銘菓や採れたて野菜や
地酒販売も。韓国の屋台グ
ルメやキムチ漬け体験のほ
かフラメンコやベリーダンス
などお楽しみ頂けます。当日
はレアカーも集まります。

〒424-0826 静岡市清水区万世町2-3-32
TEL 054-351-2300　FAX 054-351-2301
http://plaza3.dws.ne.jp/̃toco-54001a/

パッケージプラザイトウ（㈲伊藤セロファン）

クリスマスアイテムも続々入荷中！
あれこれ何でもそろう便利なお店パッケージプラザイトウ。10
月のハロウィンや12月のクリスマスでも使用する手提袋やリ

ボン等包装資
材はお任せく
ださい。ラッピ
ングの相談に
ものりますよ。
年中無休です
のでお気軽に
どうぞ！

〒420-8567 静岡市葵区東町15
TEL 054-251-3302　FAX 054-273-3602
http://www.satv.co.jp/

静岡朝日テレビ

10月14日（土）15：00開演
10月15日（日）13：00開演
S席10,800円、Ａ席7,800円（税込）
※未就学児入場不可

話題作！百鬼オペラ「羅生門」静岡公演
東京・名古屋でチケット入手困難とい
う話題作、百鬼オペラ「羅生門」が富
士ロゼシアターで上演。柄本佑、満
島ひかり、吉沢亮他、出演者が歌い
踊り、舞台を彩ります。詳細はあさひ
テレビ事業部・電話054-251-3302
またはあさひテレビHPまで。

〒421-1216 静岡市葵区羽鳥大門町4-3
TEL＆FAX 054-277-1161
http://www.micielo015.com　

Mĩcielo  (ミシェロ）

1,080円（税込）～

靴脱げ、靴擦れ防止! パンプスの着せ替えカバー
女性の皆さん、パカパカ脱げてしまうパンプスのお悩みありませ

んか？そんなお悩み
を即解消するアイテ
ムが「ミシェロの着せ
替えカバー」です。踵
に被せ、透明バンド
に足を通すだけ！一
瞬で脱げない靴に
大変身します。

〒420-0857 静岡市葵区御幸町3-21 ペガサート6F SOHOしずおか
TEL 054-205-4700　FAX 054-205-4701
http://www.teracom.co.jp

TERACOM㈱

社員研修を通して生産性向上をサポートします！
サイバーセキュリティに対応するITエンジニア育成や組織力向
上の為の「レゴⓇシリアスプレイ」ワークショップ実施など、企

業の資産である
人財育成のサ
ポートをいたしま
す。新入社員研
修や階層別研
修等、お気軽に
ご相談ください。
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小野田 康秀さん
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㈱小野田産業　
静岡商工会議所青年部 平成29年度 理事・対外交流委員会 副委員長
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田畑 有彩さん
㈱ニッケー工業　
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て
い
る
の
は
、空

気
の
力
を
利
用
し
地
震
に
よ
る
揺
れ
を
伝
わ
り

に
く
く
す
る「
エ
ア
ー
断
震
シ
ス
テ
ム
」を
取
り

入
れ
た「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

す
。完
全
防
災
型
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
も
お
客

様
の
こ
だ
わ
り
や
住
み
や
す
さ
を
追
求
し
た
住

ま
い
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

弊
社
が
地
域
密
着
に
こ
だ
わ
り
、静
岡
市
を

拠
点
と
し
続
け
て
い
る
の
は「
土
地
や
建
物
の
大

き
さ
、駐
車
場
の
広
さ
等
、エ
リ
ア
独
特
の
住
ま

い
づ
く
り
の
必
要
性
を
、こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て

き
た
経
験
に
よ
っ
て
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。こ
れ
か
ら
も
小
野
田
産
業

は
地
域
の
お
客
様
の
為
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

お
客
さ
ま
が
安
心
し
て

幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な

住
ま
い
を
提
案
し
続
け
た
い



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

狩野方伸 さん

東京大学大学院医学系研究科（神経生理学）教授

Masanobu Kano

脳の神経回路の発達の
仕組みを解明

静岡市葵区生まれ。県立静岡高校卒業。東京医科歯科大学医学部卒
業。1986年、東京大学大学院医学系研究科博士課程修了、博士号取
得。大阪大学教授などを経て、2007年から現職。60歳。
顕著な功績を上げ、引き続き活躍中の研究者に対して贈られる上原
賞(14年)をはじめ多くの医学関係賞を受賞。15年に紫綬褒章を受章
した。研究室には海外からの留学生を含め20人以上の学生らが在籍。
http://plaza.umin.ac.jp/̃neurophy/Kano_Lab_j/Top_j.html

経 歴

達
）が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

生
ま
れ
て
間
も
な
い
動
物
の
脳
で
は
シ
ナ
プ
ス

の
数
が
過
剰
に
存
在
し
、発
達
過
程
で
不
要
な

も
の
は
除
去
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る「
シ
ナ
プ
ス
の
刈

り
込
み
」（〝
刈
り
込
み
〞）と
い
う
現
象
が
起
こ
る
。

　
「
一
般
的
に
言
え
ば
、動
物
が
生
ま
れ
て
か
ら

ど
う
い
う
環
境
で
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か

な
ん
て
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。だ
か
ら
余

分
に
シ
ナ
プ
ス
を
つ
く
っ
て
お
け
ば
、こ
ち
ら
の
シ

ナ
プ
ス
を
強
め
る
の
が
生
存
に
有
利
と
な
れ
ば
そ

れ
を
強
く
し
て
残
し
、逆
に
不
要
な
も
の
は
消
し

　

神
経
生
理
学
は
、人
や
動
物
の
脳
の
神
経
の

仕
組
み
や
働
き
を
研
究
す
る
学
問
。狩
野
さ
ん

は
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
利

根
川
進
氏
と
も
共
同
研
究
し
た
こ
と
が
あ
る

著
名
な
神
経
生
理
学
者
だ
。

　

研
究
し
て
い
る
の
は「
神
経
細
胞
と
神
経
細

胞
が
情
報
を
伝
達
す
る
仕
組
み
」。脳
に
は
、神

経
細
胞
同
士
を
つ
な
ぐ
シ
ナ
プ
ス
と
い
う
結
合

部
位
が
あ
り
、そ
こ
で
情
報
の
や
り
取
り（
伝

て
い
く
。動
物
が
い
ろ
ん
な
環
境
の
中
で
適
合

し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
神
経
回
路
を
つ
く
り

変
え
る
ん
で
す
ね
。人
間
も
そ
う
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
」。

　
〝
刈
り
込
み
〞現
象
が
起
き
る
詳
し
い
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
、関
わ
っ
て
い
る
物
質
の
働
き
は
わ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、狩
野
さ
ん
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
出
生
直
後
の
マ
ウ
ス
の
小
脳
を
観
察
し
て

調
べ
た
と
こ
ろ
、５
本
あ
る
神
経
線
維（
神
経

細
胞
の
軸
索
）の
う
ち
生
後
１
週
間
で
１
本
だ

け
が
発
達
し
、残
り
は
約
２
週
間
で
す
べ
て
除

去
さ
れ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。ま
た
、独
自
に

編
み
出
し
た
方
法
で〝
刈
り
込
み
〞を
再
現
さ
せ

る
な
ど
し
、〝
刈
り
込
み
〞に
関
わ
る
物
質
を
特

定
し
た
。

　

発
達
障
害
や
精
神
疾
患
は
、普
通
の
人
に
比

べ〝
刈
り
込
み
〞が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
で
発

症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、狩
野
さ
ん
ら
の

研
究
は
、こ
う
し
た
病
気
に
有
用
な
創
薬
の
手

が
か
り
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

研
究
に
没
頭
す
る
日
々
と
い
う
狩
野
さ
ん
。

全
国
的
流
れ
と
は
い
え
、や
は
り
故
郷
の
人
口

減
少
は
気
に
な
る
ら
し
い
。「
四
国
の
山
の
中
に

Ｉ
Ｔ
企
業
が
進
出
す
る
時
代
で
す
。静
岡
の
地

理
的
好
条
件
な
ど
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
、例

え
ば
在
宅
で
仕
事
が
で
き
る
仕
掛
け・〝
移
住

策
〞な
ど
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
」。

（
文・写
真
：
長
田
義
明
）

創
薬
の
手
が
か
り
期
待

在
宅
で「
仕
事
可
」の
移
住
策
を



地産地消

元
力
士
が
作
る
ち
ゃ
ん
こ
料
理
で

心
も
身
体
も
あ
た
た
ま
る

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

昼：炭火焼豚丼とちゃんこ椀セット980円。ご
っちゃあん膳とちゃんこ椀セット1280円。夜：
ちゃんこ鍋は常時5種類ご用意しております。
お持ち帰り：炭火つるし焼豚100g458円。宴
会：料理3000円～。要予約。価格は税込。
昼11時30分～14時30分（L.O.14時）。
夜17時30分～22時30分（L.O.22時）。
火曜定休＋月１回不定休あり。27日・28
日のランチは休み。
カウンター８席、テーブル席14席。宴会25
名様まで。駐車場５台。
静岡市駿河区東新田3-1-8
TEL ０５４‐259-8931

　
「
ご
っ
ち
ゃ
あ
ん
」は
、静
岡
大
橋
を
渡
り
、

最
初
の
交
差
点
を
川
原
通
り
へ
左
折
す
る

と
、右
側
に
あ
り
ま
す
。山
中
与
志
久
さ
ん

が
力
士「
千
代
の
灘
」と
し
て
活
躍
し
て
い
た

１
９
９
５
年
、姉
の
さ
ゆ
り
さ
ん
が
両
親
と
と

も
に
開
い
た
居
酒
屋
が
最
初
の
店
。２
０
０
１

年
、引
退
し
た
与
志
久
さ
ん
を
迎
え
、２
０
１

２
年
に
は
現
在
の
店
に
建
て
替
え
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
、与
志
久
さ
ん
の
力
士
時
代
の

写
真・番
付
表・表
彰
状
、店
を
訪
れ
た
九
重

親
方（
元
横
綱・千
代
の
富
士
）の
写
真
、同
期

の
貴
乃
花
の
手
形
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
て
、大

相
撲
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

　

与
志
久
さ
ん
は
川
原
小
学
校
５
年
生
の
時

に
千
代
の
富
士
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、15
歳
で
内

弟
子
と
し
て
九
重
部
屋
に
入
門
。力
士
と
し

て
活
躍
す
る
一
方
、味
に
う
る
さ
い
親
方
か
ら

料
理
の
腕
を
評
価
さ
れ
、ち
ゃ
ん
こ
長
を
務
め

ま
し
た
。

　
「
ち
ゃ
ん
こ
」と
は
力
士
が
作
る
料
理
の
こ

と
。そ
の
中
で「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」は
味
噌
汁
の
よ

う
な
位
置
づ
け
。出
汁
を
味
わ
え
る
よ
う
に
薄

味
に
し
て
野
菜
を
多
く
し
、タ
ン
パ
ク
質
や
ミ

ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
総
合
栄
養
食
で
す
。

全
国
か
ら
届
く
食
材
を
使
っ
て
、毎
日
お
鍋
と

８
品
の
お
か
ず
を
作
って
い
た
と
の
こ
と
。

　
「
ご
っ
ち
ゃ
あ
ん
」で
は
、そ
の
季
節
で
一
番

良
い
食
材
を
使
っ
て
手
間
を
か
け
た
九
重
部

屋
直
伝
の
ち
ゃ
ん
こ
を
味
わ
え
ま
す
。人
気

の「
炭
火
つ
る
し
焼
豚
」は
、精
肉
店
を
経
営

し
て
い
た
父
か
ら
受
け
継
い
だ
料
理
で
す
。

　

お
客
様
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
料
理
に
心

を
込
め
る
与
志
久
さ
ん
。そ
の
料
理
の
魅
力

を
お
客
様
に
伝
え
る
さ
ゆ
り
さ
ん
。身
体
に

良
い
料
理
を
食
べ
て
、身
も
心
も
温
か
く
な

り
ま
し
た
。

最とが１も年２写親の相に弟て料

左から、お刺身盛り合せ（バチまぐろ赤身、本まぐろ中トロ、昆布しめ真鯛、焼霜真タコ、カツオ）1200円～。静岡の青切りみかんでつくったポン酢で食べる10月から始まる
期間限定の鶏ちりちゃんこ鍋（地養鶏、豚団子、モヤシ、キャベツ、長ネギ、シイタケ、エノキタケ、マイタケ、ニラ、葛切り、豆腐、油揚げ）1400円。イカのマヨネーズ焼き850
円。炭火焼き（黒毛牛ロースねぎま串650円。豚肩ロースねぎま串280円。黒毛牛タン串550円）。お通し（ワカメとキュウリのピリ辛ナムル、ポテトサラダ）。炭火つるし焼豚
500円。天ぷら盛り合せ（レンコン、ナス、ミョウガ、マイタケ、ひらきアユ、ムラサキイモ、マコモ）750円～。

安
倍
川

静岡大橋

東
名
取
付
st.

セブンイレブン
ドコモショップ

100円ショップ
オレンジ

森のなかま

カルビ一丁カルビ一丁カルビ一丁

静岡I.C.静岡I.C.静岡I.C.

ゼネラル
GS

美容室

中古車屋

山中与志久氏 山中さゆり氏
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